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ド キュ メ ン ト オーバービ ュー

デバイス 文書 内容 備考

デルタパイ ロ ッ ト  S

4 ～ 20 mA HART

技術仕様書 TI416P テ ク ニカルデータ - この説明書は、 付属のマニュ アル CD に

収録されています。

- この書類はイ ン ターネ ッ ト で も入手でき

ます。 → 参照先 ： www.endress.com

取扱説明書 BA332P - 本製品について

- 設置

- 配線

- 操作

- コ ミ ッ シ ョ ニング ク イ ッ ク

セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー詳細

- 保守

- ト ラブルシ ューテ ィ ング と

スペア部品

- 付録 ： メ ニューイ ラ ス ト

取扱説明書 BA274P - 圧力･レベル測定の設定例

- パラ メ ータの詳細

- ト ラブルシ ューテ ィ ング

- 付録 ： メ ニューイ ラ ス ト

簡易操作説明書 KA1020P - 設置

- 配線

- 現場操作

- コ ミ ッ シ ョ ニング

- ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニュー

詳細

- この説明書はデバイ スに同梱されていま

す。

- この説明書は、 付属のマニュ アル CD に

収録されています。

- この書類はイ ン ターネ ッ ト で も入手でき

ます。 → 参照先 ： www.endress.com

 レポレ ロ KA218P - 配線

- 操作パーツの説明

- HistoROM®/M-DAT 操作

- この書類はデバイ ス と と もに納入されま

す。 端末ボ ッ ク スのカバーを参照。

- この説明書は、 付属のマニュ アル CD に

収録されています。

機能安全マニュ アル SD213P - デルタパイ ロ ッ ト S の安全機能

- 操作、 不具合における対応

- コ ミ ッ シ ョ ニングおよび繰返し

試験

- 設定

- 技術的安全性に関する特性

定量値

- 管理の概要

- この説明書が適用されるのは、 機能 100 

「追加オプシ ョ ン 1」 または機能 110 

「追加オプシ ョ ン 2」 でバージ ョ ン 「E」

が示されているデバイ スです。

→ 技術仕様書T1416Pの"オーダ リ ング イ

ンフ ォ メ ーシ ョ ン " の章も参照し て く だ

さい。
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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●本書に対する注意

1) 本書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 本書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 本書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する ものでは

あ り ません。

4) 本書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 本書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 本書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載もれなど

お気付きの こ と があ り ま し た ら当社営業所 ・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡 く だ

さい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 本

書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを された場合

は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため本書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
確認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に除染されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全注意事項

1.1 使用目的

デルタパイ ロ ッ ト S はレベル、 圧力測定用の静水圧伝送器です。

生産者は誤った使用方法か、 指定以外の使用方法によ り 発生する損害に対し て、 責任を負いませ
ん。

1.2 設置、 コ ミ ッ シ ョ ニング、 操作

デバイ スは 新の技術標準、 安全標準、 EU 標準にし たがい動作する よ う 設計されています。 設
置に誤 り があ るか、意図する用途以外に使用する と使用上の危険が発生する こ と があ り ます（例：
設置か、 校正の誤 り によ る製品のオーバーフ ロー）。 こ のため、 機器の設置、 接続、 操作、 保守の
際は本マニュ アルの指示にし たがって く ださい。 関係者は権限を有し、 正し く 認定を受けなけれ
ばな り ません。 本書を よ く 読んでその内容を理解し、 その指示に従って く ださい。 デバイ スの改
造、 修理が許されるのはマニュ アルで明示的に承認されている場合のみ と し ます。 ネームプレー
ト のテ ク ニカルデータに特にご注意 く ださい。

1.3 操作上の安全性

1.3.1 防爆区域 ( オプショ ン )

危険領域で使用するデバイ スには追加のネームプレー ト が付いています ( → 6 ページ を参照 )。
爆発危険領域にデバイ ス を設置する場合、 証明書に記載する仕様のほか、 国、 地方公共団体の法
規を遵守し て く ださい。 このデバイ スには、 本書の一部であ る別冊 「防爆マニュ アル」 が付属さ
れています。 こ の防爆マニュ アルに記載されている設置規定、 接続値、 および安全注意事項を遵
守する必要があ り ます。 該当の安全に関する指示事項について、 書類番号も追加のネームプレー
ト に記載されています。

• 関係者がすべて正し く 認定されている こ と を確認し て く ださ い。

1.3.2 機能安全マニュ アル SIL 2（ オプショ ン）

安全度水準が指定された用途にデバイ ス を使用する場合は、 機能安全マニ ュ アル (SD213P) に従
う 必要があ り ます。
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1.4 安全性に関するシンボルマーク、 アイ コ ンについての注意

本取扱説明書に記載する安全関連の手順や代替操作手順を明ら かにする ため、 以下のシンボル
マーク を使用し てお り 、 それぞれ余白内のア イ コ ンで表示し ます。

シンボル 意味

#
警告！
警告表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と 負傷、 安全上の問題、 または機器

の破損が発生し ます。

"
危険 !
危険表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と 負傷、 機器の機能不良が発生し ま

す。

!
注意 !
注意表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と 操作に間接的な影響が出るか、 機

器に予期せぬ反応が発生し ます。 

0
爆発危険領域で使用の許可されているデバイス
このシンボルがデバイ スのネームプレー ト にエンボス加工されている場合、 承

認にし たがい爆発危険領域か、 爆発非危険領域に設置する こ と ができ ます。

-
爆発危険領域
爆発危険領域を示すため、 図に使用される シンボル

- 危険領域で使用するデバイ スには正しいタ イプの保護が施されていなければ

な り ません。

.  
安全領域（爆発非危険領域）
爆発非危険領域を示すため、 必要に応じ て、 図に使用される シンボル

- 危険領域で使用するデバイ スには正しいタ イプの保護が施されていなければ

な り ません。 危険領域で使用する配線は安全上、 必要な量的特性に一致し な

ければな り ません。

% 直流電圧
直流電流または直流電圧が加え られるか、 これら を供給する端末。

& 交流電圧
交流 （正弦波） 電流または交流電圧が加え られるか、 これら を供給する端末。

) 接地端子
設置端子はオペレータに関する限 り 、 接地系によ り 既に接地されています。

* 保護接地端末
機器に他の接続を行 う 前にアースに接続し なければな ら ない端末

等電位接続（アースボンディング）
工場の接地系に行 う 接続で、 国、 企業の慣習にし たがい星型結線、 等電位線の

よ う な タ イプがあ り ます。
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2 本製品について

2.1 デバイスのデザイ ン （仕様）

2.1.1 ネームプレート

! 注意 ! 
• MWP （ 大動作圧） はネームプレー ト に記載されています。 この値は、基準温度 20 ℃ (ANSI フ

ラ ンジ ) です。
• 温度がさ らに高い場合、 圧力の許容値は以下の規格に記載されています。

- EN 1092-1 ： 2001 表 18 1)

- ASME B 16.5a - 1998 表 2-2.2 F316
- ASME B 16.5a - 1998 表 2.3.8 N10276
- JIS B 2220

• 試験圧力は、 デバイ スの過大圧限界 （OPL = MWP x 1.5） に相当し ます。
• 「圧力機器指令」 (EC 指令 97/23/EC) では 「PS」 と い う 略号が使用されています。 「PS」 と い う

略号で示される値は測定デバイ スの MWP （ 大動作圧） に対応し ます。

アル ミ ニウム製ハウジング （T14/T15）

P01-PMx7xxxx-18-xx-xx-xx-001

図 1 デルタ パイ ロッ ト S ネームプレ ート

1 オーダーコード

個々の文字、 桁の意味については注文確認書に記載されている仕様を参照し て く ださい。

2 シ リ アル番号

3 保護等級

4 MWP （ 大動作圧）

5 シンボル ： 注意 ： 『技術仕様書』 のデータに特に注意し て く ださい。

6 小 / 大スパン

7 公称測定レ ンジ

8 電子機器バージ ョ ン （出力信号）

9 供給電圧

10 接液面の材質

11 圧力機器指令に関する公認機関の ID 番号 ( オプシ ョ ン ) 

12 ATEX に関する公認機関の ID 番号 ( オプシ ョ ン ) 

13 GL 海事認定の GL シンボル ( オプシ ョ ン )

14 SIL2/IEC 61508 適合宣言デバイ スの SIL シンボル ( オプシ ョ ン )

15 ネームプレー ト のレ イ ア ウ ト 確認

1) 安定温度属性について、 部材 1.4435 は 1.4404 と 同一であ り 、 13EO に基づき、 EN 1092-1 表 18 に分類

されています。 2 つの部材の化学成分は同一の場合があ り ます。

Mat.
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危険領域で使用するデバイ スには追加のネームプレー ト が付属し ています。

P01-xMD7xxxx-18-xx-xx-xx-002

図 2 危険領域で使用するデバイ スの追加ネームプレート

1 EC 試験の証明書番号

2 防爆タ イプ 例 II 1/2 G EEx ia IIC T4/T6

3 電子関連データ

4 安全注意事項の番号 例 XA235P

5 安全注意事項 イ ンデッ ク ス 例 A

6 デバイ ス製造データ

酸素使用に適し たデバイ スにはネームプレー ト が追加されています。

P01-xxxxxxxx-18-xx-xx-xx-000

図 3 酸素使用に適し たデバイ スの追加ネームプレート

1 酸素使用時の 大圧力

2 酸素使用時の 高温度

3 ネームプレー ト のレ イ ア ウ ト 確認

Dat.:

3

65

1
2

4

Pmax
Tmax

for oxygen service
Bei Sauerstoffeinsatz/

31
2
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ステンレス製ハウジング （T17）

P01-FMB70xxx-18-xx-xx-xx-001

図 4 デルタ パイ ロッ ト S ネームプレ ート

1 オーダーコード

個々の文字、 桁の意味については注文確認書に記載されている仕様を参照し て く ださい。

2 シ リ アル番号

3 MWP （ 大動作圧）

4 シンボル ： 注意 ： 『技術仕様書』 のデータに特に注意し て く ださい。

5 小 / 大スパン

6 公称測定レ ンジ

7 電子機器バージ ョ ン （出力信号）

8 供給電圧

9 接液面の材質

10 保護等級

オプシ ョ ン ：

11 圧力機器指令に関する公認機関の ID 番号

12 ATEX に関する公認機関の ID 番号

13 3A-symbol

14 CSA-symbol

15 FM-symbol

16 SIL2/IEC 61508 適合宣言付きデバイ スの SIL シンボル

17 GL 海洋保険証書の GL シンボル

18 Ex-symbol

19 EC 試験の証明書番号

20 防爆タ イプ 例 II 1/2 G EEx ia IIC T4/T6

21 WHG 流出保護承認番号

22 危険領域で使用するデバイ スの動作温度範囲

23 危険領域で使用するデバイ スの電子データ

24 安全注意事項の番号 例 XA283P

25 安全注意事項 イ ンデッ ク ス 例 A

26 デバイ ス生産データ

27 酸素使用に適し たデバイ スの 高温度

28 酸素使用に適し たデバイ スの 大圧力

15
PmaxTmax

Bei Sauerstoffeinsatz/for oxygen service:

Deltapilot S

Made in Germany, D-79689 Maulburg

Order Code:

Ser.-No.:
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2.2 供給範囲

供給範囲は以下から構成されています。
• デルタパイ ロ ッ ト S 静水圧伝送器
• "HistoROM/M-DAT" プシ ョ ン付きのデバイ ス
• エン ド レ スハウザー社操作プロ グ ラ ム と マニュ アルが収録された CD-ROM
• オプシ ョ ンのア ク セサ リ

納入文書
• 取扱説明書 BA332P/BA274P、 技術仕様書 TI416P、 および安全注意事項、 機能安全のマニュ ア

ル類は、 付属のマニュ アル CD に収録されています。
• 簡易操作説明書 KA1020P
• レポレ ロ KA218P
• 終検査報告書
• 防爆区域用デバイ スには、 安全注意事項も付属し てます。
• オプシ ョ ン ： 工場校正試験証明書

2.3 CE マーク、 適合宣言

デバイ スは 新の安全要件に適合する よ う 設計されてお り 、 試験を経て、 安全に動作する状態で
出荷されています。 デバイ スは EC 適合宣言に列挙されている適用規格、 規則と、 EC 指令の法的
要件にも適合し ます。 弊社はデバイ スに CE マーク を貼付し、 デバイ スの試験が成功し た こ と を
確認し ます。

2.4 登録商標

KALREZ, VITON, TEFLON
E.I. Du Pont de Nemours & Co., Wilmington, USA の登録商標

TRI-CLAMP
Ladish & Co., Inc., Kenosha, USA の登録商標

HART
HART Communication Foundation, Austin, USA. の登録商標

GORE-TEX®

W.L. Gore & Associates, Inc.(USA) の登録商標
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3 設置

3.1 検収、 保管

3.1.1 検収

• 損傷がないか、 梱包、 中身を確認し ます。
• 入荷品を確認し、 欠品がないこ と、 供給範囲が御社の注文に合致する こ と を確かめます。

3.1.2 保管

デバイ スは湿気のない、 清潔な場所に保管し、 衝撃から保護し ます （EN 837-2）。
保管温度範囲
• -40 ～ +100C
• 機器本体デ ィ スプレ イ ： -40 ～ +85C 
• 分離ハウジング ： -40 ～ +60 ℃

3.2 設置条件

3.2.1 寸法

→ 寸法についてはデルタパイ ロ ッ ト S 技術仕様書 TI416P, 「機械構造」 の項を参照し て く ださい。 

3.3 設置に関する注意事項

! 注意 ! 
• デルタパイ ロ ッ ト S の方向によ っては測定値が変動する こ と があ り ます （コ ンテナが空でも測

定値はゼロ を示し ません）。 こ のゼロ点シフ ト は直接、 デバイ スの E キーを使 う か、 遠隔操作
で修正する こ と ができ ます。 25 ページの 「機器本体操作キーの機能 - 機器本体デ ィ スプレ イ未
接続」 か、 41 ページの 6.3 項 「位置補正」 を参照し て く ださい。

• 機器本体デ ィ スプレ イの視認性を 大限に確保するため、 ハウジングを 380°まで回転させる
こ と ができ ます。 → 14 ページの 3.3.5 項 「ハウ ジングの回転」 を参照し て く ださい。

• 機器本体デ ィ スプレ イは、 90°段階で回転させる こ と ができ ます。
• 弊社では、 デバイ ス をパイ プま たは壁面に取 り 付け る ための取付ブ ラ ケ ッ ト を用意し ていま

す。 → 12 ページの 3.3.4 項 「壁面およびパイプ取付」 も参照し て く ださい。
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3.3.1 設置に関する注意事項

! 注意 ! 
• ダ イ アフ ラ ムシールには堅いものや尖った もので清掃し た り 、 触れないで く ださ い。
• 洗浄中熱 く なったデルタパイ ロ ッ ト  S を冷水などで冷却する と、 一瞬ですが真空状態が生じ

て、 水が大気圧補償部 (1) から センサに浸入する可能性があ り ます。 こ のよ う は場合は、 大気
圧補償部 (1) を下に向けてセンサを取 り 付けて く ださい。

• 大気圧補償部と GORE-TEX® フ ィ ルタ (1) は汚れないよ う にし て く ださい。

P01-PMP75xxx-11-xx-xx-xx-000

図 5 レ ベル測定の配置

• デルタパイ ロ ッ ト  S は、 低測定点よ り も下に取 り 付けます。
• 以下の位置には本デバイ ス を取 り 付けないで く ださい ：

充填流中、 タ ン ク出口、 またはタ ン ク内で攪拌機の圧力の影響を受け る位置
• ポンプの吸い込み側に本デバイ ス を取 り 付けないで く ださ い。
• 遮断器を取 り 付けて、 その位置よ り 後ろに本デバイ ス を取 り 付ければ、 校正や機能試験が容易

にな り ます。

1

1

1

FIELDTERMINALS

FIELDTERMINALS



設置 デルタパイ ロ ッ ト  S FMB70  4 ～ 20 mA HART

12 エン ド レスハウザー ジ ャパン

3.3.2 フ ラ ンジ取付用シール

P01-FMD7xxxx-11-xx-xx-xx-002

図 6 フ ラ ンジによるバージョ ンの取付

1 ダ イ アフ ラ ム 

2 シール

# 危険 ! 
測定結果に影響する こ と があ るため、 シールはダ イ アフ ラ ムを圧迫し てはいけません。

3.3.3 壁面およびパイ プ取付（ オプショ ン）

弊社では、 デバイ ス をパイプまたは壁面に取 り 付けるための取付ブラ ケ ッ ト を用意し ています。

P01-PMx7xxxx-06-xx-xx-xx-001

取付時には以下の点に注意し て く ださい。
• パイプを取 り 付ける際は、 低 5 Nm ト ルク でブラ ケ ッ ト のナッ ト を均等に締めて く ださい。

1 2

1
0
1

11
8

70
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3.3.4 「分離ハウジング」 バージョ ンの組立てと 取付け

P01-FMB70xxx-11-xx-xx-xx-003

図 7 「分離ハウジング」 バージョ ン

1 「分離ハウ ジング」 バージ ョ ンは、 センサにプロセス接続およびケーブルが取 り 付け られた状態で納入

されます。

2 接続ジ ャ ッ ク付きのケーブル

3 大気圧補償

5 プラ グ

6 止めねじ

7 ハウジングアダプタ付きのハウジング ( 同梱 ) 

8 壁およびパイプ取付け用の取付ブラ ケ ッ ト  ( 同梱 )

組立て と取付け

1. プラ グ ( 項目 5) を、 ケーブル ( 項目 2) の対応する接続ジャ ッ クに接続し ます。

2. こ のケーブルをハウジングアダプタ ( 項目 7) に差し込みます。

3. 止めねじ ( 項目 5) を締め付けます。

4. ハウジングを、 取付ブラ ケ ッ ト  ( 項目 8) を使用し て壁またはパイプに取 り 付けます。 パイ
プに取 り 付ける場合は、 ブラ ケ ッ ト のナッ ト を 低 5 Nm の ト ルク で均等に締め付けます。
ケーブルは、 曲げ半径 (r) ≥ 120 mm で取 り 付けて く ださい。

r � 120 mm1

2

3

5

6

8

7
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3.3.5 ハウジングの回転

ハウ ジングは、 六角穴付きねじ を緩める こ と によ って 大 380 度まで回転させる こ と ができ ま
す。

P01-FMB70xxx-17-xx-xx-xx-000

図 8 ハウジングの位置決め

- アル ミ ニウ ム製ハウジング （T14/T15） ： 止めネジを 2mm の六角キーで緩めて く ださい。
ステンレ ス製ハウジング （T17） ： 止めネジを 3mm の六角キーで緩めて く ださ い。

- ハウジングを回転し ます （ 大 380°まで）。
- 止めネジを再度、 締めます。

3.3.6 ステンレ ス製ハウジング（ T17） のカ バーを閉じ ます

P01-PMD75xxx-17-xx-xx-xx-000

図 9 カ バー閉

端末、 電子機器ボ ッ ク スのカバーはフ ッ ク でケーシングに引っ掛け、 ネジで閉じ ます。 これらの
ネジは動かな く なる まで指で締め （2 Nm）、 カバーが締ま っている こ と を確認し て く ださい。

3.4 設置後の確認

設置後、 以下の確認を実施し て く ださい。
• ネジはすべてきつ く 締ま っていますか？
• ハウジングのカバーはきつ く ネジ止めされていますか？

max. 380°

+ –
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4 配線

4.1 デバイスの接続

! 注意 ! 
• 危険区域で測定機器を使用する場合には、 該当する国内基準および法規、 安全注意事項、 また

は取付 / 制御図面に従って機器を取 り 付けて く ださい。
• 過電圧保護機能搭載のデバイ スは接地する必要があ り ます。
• 逆極性、 HF の影響、 および過電圧ピーク に対する防護回路が取 り 付け られています。

• 供給電圧はネームプレー ト の供給電圧に合致し なければな り ません ( → 6 ページの 2.1.1 項
「ネームプレー ト 」 以降も参照し て く ださい。 )

• デバイ ス接続前に供給電圧をオフにし て く ださい。 
• 端末ボ ッ ク スのカバーのハウジングカバーを取 り 外し て く ださ い。
• ケーブルをグ ラ ン ド に通し て く ださい。 できれば被覆された 2 芯のツ イ ス ト ケーブルを使用し

て く ださい。
• 以下の図にし たがいデバイ ス を接続し て く ださい。
• ハウジングカバーをネジ止めし て く ださい。
• 供給電圧をオンにし て く ださい。

P01-xMx7xxxx-04-xx-xx-xx-001

図 10 4 ～ 20 mA HART の電気接続

→ 17 ページの 4.2.1 項「供給電圧」 も 参照。

1 ハウジング

2 4 ～ 20 mA テス ト 信号のジャ ンパ 

→ 17 ページ、 4.2.1 項の 「4 ～ 20 mA テス ト 信号の取 り 込み」 も参照。

3 内部接地端子

4 外部接地端子

5 プラ ス端子 / テス ト 端子間の 4 ～ 20 mA テス ト 信号

6 小供給電圧 10.5 V DC （上図の通 り にジ ャ ンパを挿入し た場合）

7 小供給電圧 11.5 V DC （「テス ト 」 位置にジ ャ ンパを挿入し た場合）

8 過電圧保護機能搭載のデバイ スには OVP （過電圧保護 ： Overvoltage Protection の略） と い う ラベルが

こ こに貼られています。
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4.1.1 M12 プラ グによるデバイ スの接続

P01-FMB70xxx-04-xx-xx-xx-001

図 11 左： M12 プラ グによるデバイ スの電気接続

右： デバイ スのプラ グの外観

4.1.2 Harting プラ グ Han7D によるデバイ スの接続

P01-FMB70xxx-04-xx-xx-xx-000

図 12 左側： ハーティ ング社製プラ グ Han7D 付き デバイ スの電気接続

右側： 本デバイ スのプラ グコ ネク タ の図

–

– –

–

– –
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4.2 測定ユニ ッ ト の接続

4.2.1 供給電圧

! 注意 ! 
• 防爆関係情報はすべて別の文書にま と められています。 こ の文書は、 ご請求を受け次第別途ご

提供いた し ます。 防爆証明書は、 爆発危険区域での使用が承認されているすべてのデバイ スに
標準添付されます。

• 危険区域で測定デバイ ス を使用する場合には、 該当する国内基準および法規、 安全注意事項、
または取付 / 制御図面に従ってデバイ ス を取 り 付けて く ださい。

4 ～ 20 mA テス ト 信号の取り込み

4 ～ 20 mA 信号は、 測定値の通信を中断する こ と な く プラ ス端子およびテス ト 端子を介し て測定
でき ます。 本デバイ スの 小供給電圧は、 ジャ ンパの位置を変更するだけで引き下げる こ と がで
き ます。 こ の結果、低い供給電圧での運転も可能にな り ます。 測定時のエラーを 0.1％以下に抑え
るため、 新の測定デバイ スでは内部抵抗を < 0.7 Ω と表示し ます。 次の表に従ってジャ ンパの
位置を設定し て く ださい。

4.2.2 ケーブル仕様

• 弊社は被覆された 2 芯のツ イ ス ト ケーブルを推奨いた し ます。
• 断面積 0.5 ～ 2.5 mm2 のワ イヤ用の端子
• ケーブル外径 ： 5 ～ 9mm

電子部品バージョン 4 ～ 20 mA テスト信号のジャンパ
を「テスト」位置に挿入した状態 
( 納入時の状態 )

4 ～ 20 mA テスト信号のジャン
パを「非テスト」位置に挿入した
状態

非危険区域用の 4 ～ 20 mA HART 11.5 ～ 45 V DC 10.5 ～ 45 V DC

テスト信号のジャンパ位置 説明

- プラ ス端子 / テス ト 端子を介し た 4 ～ 20 mA テス ト 信号の

取 り 込み ：

可能 ( し たがって、 出力電流を、 ダ イオード を介し て中断な

しに測定でき ます ) 

- 納入時の状態

- 小供給電圧 ： DC 11.5 V

- プラ ス端子 / テス ト 端子を介し た 4 ～ 20 mA テス ト 信号の

取 り 込み ：

不可。

- 小供給電圧 ： DC 10.5 V

Test

TestTest
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4.2.3 負荷

P01-xMD7xxxx-05-xx-xx-xx-005

図 13 負荷線図。 ジャ ンパ位置に注意し 、 防爆手順を守っ てく ださ い ( → 17 ページの「4 ～ 20 mA テス

ト 信号の取り 込み」 も 参照 ) 

1 4 ～ 20 mA テス ト 信号のジ ャ ンパを 「非テス ト 」 位置に挿入し た状態

2 4 ～ 20 mA テス ト 信号のジ ャ ンパを 「テス ト 」 位置に挿入し た状態

3 供給電圧 DC 10.5 (11.5) ～ 30 V (EEx ia、1/2 D、1 GD、1/2 GD、FM IS、CSA IS、IEC Ex ia、NEPSI Ex ia)

4 供給電圧 DC 10.5 (11.5) ～ 45 V ( 非危険区域用デバイ ス、 1/3 D、 EEx nA、 FM DIP、 FM NI)

RLmax 大負荷抵抗

U 供給電圧

! 注意 ! 
ハン ドヘル ド ター ミ ナルまたは PC の操作プロ グ ラ ムから操作する場合、 ループ内には少な く と
も 250 Ω の通信抵抗が存在し ます。

4.2.4 シールド / 電位整合器

• シール ド をキ ャ ビネ ッ ト 内とデバイ ス上の両端に接続すれば、 障害に対し て、 大の効果を得
られます。 プラ ン ト で等電位電流を考慮し なければな ら ない場合は、 片側だけを接地し て く だ
さい ( 水素が拡散する可能性があ る ため伝送器側が望ま しい )。

• 危険領域で使用する場合、 適用法令を遵守し て く ださ い。
防爆システムには、 すべて別紙で、 テ ク ニカルデータ と注意事項が追加された防爆証明書が付
いてき ます。

U – 10.5 V
RLmax 23 mA

≤

302010.5 U
[V]

40 45

1282

1500

847

413

[ ]Ω
RLmax

302011.5 U
[V]

40 45

1239

1456

804

369

[ ]Ω
RLmax

TestTest

➀ ➁

U – 11.5 V
RLmax 23 mA

≤

➂

➃

➂

➃
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4.2.5 HART ハンド ヘルド タ ーミ ナルの接続

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルで伝送器の設定、 確認が可能なほか、 4 ～ 20 mA のラ イ ン上ど こ
でも追加機能をご利用になれます。

P01-xMD7xxxx-04-xx-xx-xx-002

図 14 HART ハンド ヘルド タ ーミ ナルを接続 例 Field Communicator DXR375 

1 必要な通信抵抗器 ＞ 250 Ω

2 HART ハン ドヘル ド ター ミ ナル

3 Ex i-area でもデバイ スに直接接続されている HART ハン ドヘル ド ター ミ ナル

# 危険 ! 
• 危険領域ではハン ドヘル ド ター ミ ナルのバッ テ リ を交換し ないで く ださ い。
• FM または CSA 証明書付きのデバイ スについては 「取付 / 制御図面 （ZD）」 にし たがい電気接続

を行って く ださい。

EXEX EXEX

…

➀

➁➂

1
# % &

Copy

G H I

P Q R S

, ( ) ‘

A B C

Paste

Page
On

Page
Up

DeleteBksp

Insert

J K L

T U V

_ < >

D E F

Hot Key

+ Hot Key

M N O

W X Y Z

+ * /

4

7

.

2

5

8

0

375
FIELD COMMUNICATOR

3

6

9

-

9 6

DELTABAR: * * * * * * * *
ONLINE

1  QUICK SETUP
2  OPERATING MENU

4  SV 0 °C
3  PV 352 mbar

HELP SAVE

dsdmdm
df das.
asdas fa
asas la.

1
# % &

Copy

G H I

P Q R S

, ( ) ‘

A B C

Paste

Page
On

Page
Up

DeleteBksp

Insert

J K L

T U V

_ < >

D E F

Hot Key

+ Hot Key

M N O

W X Y Z

+ * /

4

7

.

2

5

8

0

375
FIELD COMMUNICATOR

3

6

9

-

9 6

DELTABAR: * * * * * * * *
ONLINE

1  QUICK SETUP
2  OPERATING MENU

4  SV 0 °C
3  PV 352 mbar

HELP SAVE

dsdmdm
df das.
asdas fa
asas la.

1
# % &

Copy

G H I

P Q R S

, ( ) ‘

A B C

Paste

Page
On

Page
Up

DeleteBksp

Insert

J K L

T U V

_ < >

D E F

Hot Key

+ Hot Key

M N O

W X Y Z

+ * /

4

7

.

2

5

8

0

375
FIELD COMMUNICATOR

3

6

9

-

9 6

DELTABAR: * * * * * * * *
ONLINE

1  QUICK SETUP
2  OPERATING MENU

4  SV 0 °C
3  PV 352 mbar

HELP SAVE

dsdmdm
df das.
asdas fa
asas la.

1
# % &

Copy

G H I

P Q R S

, ( ) ‘

A B C

Paste

Page
On

Page
Up

DeleteBksp

Insert

J K L

T U V

_ < >

D E F

Hot Key

+ Hot Key

M N O

W X Y Z

+ * /

4

7

.

2

5

8

0

375
FIELD COMMUNICATOR

3

6

9

-

9 6

DELTABAR: * * * * * * * *
ONLINE

1  QUICK SETUP
2  OPERATING MENU

4  SV 0 °C
3  PV 352 mbar

HELP SAVE

dsdmdm
df das.
asdas fa
asas la.

1
# % &

Copy

G H I

P Q R S

, ( ) ‘

A B C

Paste

Page
On

Page
Up

DeleteBksp

Insert

J K L

T U V

_ < >

D E F

Hot Key

+ Hot Key

M N O

W X Y Z

+ * /

4

7

.

2

5

8

0

375
FIELD COMMUNICATOR

3

6

9

-

9 6

DELTABAR: * * * * * * * *
ONLINE

1  QUICK SETUP
2  OPERATING MENU

4  SV 0 °C
3  PV 352 mbar

HELP SAVE

dsdmdm
df das.
asdas fa
asas la.

4... 20mA Test

Test



配線 デルタパイ ロ ッ ト  S FMB70  4 ～ 20 mA HART

20 エン ド レスハウザー ジ ャパン

4.2.6 FieldCare で操作するための、 コ ミ ュ ボッ ク ス FXA191/FXA195 の接続

P01-xMD7xxxx-04-xx-xx-xx-003

図 15 コ ミ ュ ボッ ク ス FXA191/FXA195 を経由し て、 操作プログラ ム FieldCare を組み込んだ PC を接続

し ます。

1 操作プロ グ ラ ム FieldCare を組み込んだコ ンピ ュータ

2 Commubox FXA191/FXA195

3 必要な通信抵抗器 ＞ 250 Ω

Commubox FXA191 の接続

Commubox FXA191 は HART プロ ト コルを使用し、 本質安全伝送器を コ ンピ ュータのシ リ アルイ
ン ターフ ェース （RS 232C） へ接続し ます。 これによ って、 エン ド レ スハウザー社製操作プロ グ
ラ ムを使用し て、本デバイ ス を リ モー ト 操作する こ と ができ ます。Commubox はシ リ アルイ ン ター
フ ェース を通じ て電源を供給されます。 また、 Commubox は本質安全回路 と の接続に適し ていま
す。 → 詳細については技術仕様書 TI404F を参照。

Commubox FXA195 の接続

Commubox FXA195 は HART プロ ト コルを使用し、 本質安全伝送器を コ ンピ ュータの USB ポー ト
へ接続し ます。 これによ って、エン ド レ スハウザー社製操作プロ グ ラ ム FieldCare を使用し て、本
デバイ ス を リ モー ト 操作する こ と ができ ます。 Commubox は USB ポー ト を通じ て電源を供給され
ます。 また、 Commubox は本質安全回路と の接続に適し ています。 → 詳細については技術仕様書
TI237F を参照。

EXEX EXEX

…

➂

4... 20mA Test

Test

➀

➁
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4.2.7 FieldCare で操作するための、 コ ミ ュ ボッ ク ス FXA291/ToF アダプタ  
FXA291 の接続

コ ミ ュボ ッ クス FXA291 の接続

コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291 は、エン ド レ スハウザー社製のフ ィ ール ドデバイ ス を CDI イ ン ターフ ェ
イ ス ( エン ド レ スハウザー共通データ イ ン ターフ ェ イ ス ) を介し て、 パーソナルコ ンピ ュータ ま
たは ノー ト パソ コ ンの USB イ ン ターフ ェ イ スに接続し ます。 詳細については、 TI405C を参照し
て く ださい。

! 注意 ! 
以下のエン ド レ スハウザー社製デバイ スには、追加のア ク セサ リ と し て 「ToF アダプタ FXA291」
が必要です ：

• セラバー S PMC71、 PMP7x
• デルタバー S PMD7x、 FMD7x
• デルタパイ ロ ッ ト  S FMB70

ToF アダプ タ FXA291 の接続

ToF アダプタ FXA291 は、 パーソナルコ ンピ ュータ または ノー ト  PC の USB イ ン ターフ ェース
を経由し た コ ミ ュ ボ ッ ク ス FXA291 と、 以下のエン ド レ スハウザー社製デバイ ス と を接続し ま
す ：
• セラバー S PMC71、 PMP7x
• デルタバー S PMD7x、 FMD7x
• デルタパイ ロ ッ ト  S FMB70

詳細については、 KA271F を参照し て く ださい。

4.3 電位整合

防爆用途では、 近 く の電位整合線に各デバイ ス をすべて接続し ます。
該当する規制に従って く ださい。
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4.4 過電圧保護 （オプシ ョ ン）

オーダーコード の機能 100 「追加オプシ ョ ン 1」 または機能 110 「追加オプシ ョ ン 2」 にバージ ョ
ン 「M」 が示されているデバイ スは、過電圧保護が装備されています ( 技術仕様書 TI416P の 「オー
ダ リ ング イ ンフ ォ メ ーシ ョ ン」 も参照 )。
• 過電圧保護 ：

- 公称機能 DC 電圧 ： 600 V
- 公称放電電流 ： 10 kA

• サージ電流チェ ッ ク î = 20 kA ： 8/20 μs (DIN EN 60079-14 に準拠 ) を満た し ています。
• アレ ス タ AC 電流チェ ッ ク I = 10 A を満た し ています。

# 危険 ! 
過電圧保護機能搭載のデバイ スは接地する必要があ り ます。

4.5 設置後の確認

デバイ ス を電気接続後、 以下のチェ ッ ク を行います。
• 供給電圧はネームプレー ト の仕様に合致し ますか？
• デバイ スは 4.1 節にし たがい接続されていますか？
• ネジはすべてきつ く 締ま っていますか？
• ハウジングのカバーはきつ く ネジ止めされていますか？

デバイ スに電圧を加え る と差し込み式電子コ ンポーネン ト の緑色 LED が数秒間、点灯するか、接
続済みの機器本体デ ィ スプレ イが点灯し ます。
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5 操作

オーダーコード の機能 20 「出力 ; 操作部」 によ り どのよ う な操作オプシ ョ ンが利用可能か、 分
か り ます。

5.1 機器本体デ ィ スプレ イ （オプシ ョ ン）

表示と操作には、 4 線式の液晶デ ィ スプレ イ (LCD) が使用されます。 機器本体デ ィ スプレ イは測
定値、 ダ イ ア ロ グテキス ト 、 エラー メ ッ セージ、 注意 メ ッ セージを表示し ます。

機能 ：
•  8 桁の測定値表示。 符号、 小数点、 現在表示の棒グ ラ フ付き。
• レベルおよびグループのパラ メ ータ分割によ る簡単かつ完全な メ ニューガイ ダン ス。
• ナビゲーシ ョ ンを容易にする目的から各パラ メ ータには 3 桁の ID が付け られています。
• 言語、 表示の切 り 替え、 コ ン ト ラ ス ト 設定、 他の測定値 （センサ温度等） の表示など、 それぞ

れの要件および希望に合わせてデ ィ スプレ イ を構成する ためのオプシ ョ ン。 
• 総合的な診断機能 ( 障害 / 警告 メ ッ セージやピーク ホール ド イ ンデ ィ ケータ等 ) 。
• ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューによ る迅速かつ安全なコ ミ ッ シ ョ ニング。

P01-xMx7xxxx-07-xx-xx-xx-001

発注コードにおけるバージョン表記 操作

A 4 ～ 20 mA HART; 外部操作、 LCD 機器本体デ ィ スプレ イ と デバイ ス外側の 3 つのキー

によ る。

B 4 ～ 20 mA HART; 内部操作、 LCD 機器本体デ ィ スプレ イ と デバイ ス内側の 3 つのキー

によ る。

C 4 ～ 20 mA; 内部操作 機器本体デ ィ スプレ イ と デバイ ス内側の 3 つのキー

は使用せず。

–
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以下の表では機器本体デ ィ スプレ イに表示される シンボルを図示し ています。 同時に ４ つのシン
ボルを表示する こ と ができ ます。

5.2 機器本体操作キー

5.2.1 機器本体操作キーの位置

アル ミ ニウ ム製ハウ ジング （T14 および T15） の場合、 操作キーは、 保護キ ャ ッ プを被されてデ
バイ スの外側に付け られているか、 も し く は差し込み式電子コ ンポーネン ト の内側に付け られて
います。 ステン レ ス製ハウ ジング （T17） の場合、 操作キーは常に差し込み式電子コ ンポーネン
ト の内側にあ り ます。

シンボル 意味

アラームシンボル
- シンボル点滅中 ： 警告。 デバイ スは測定を続けます。

- シンボル点灯中 ： エラー。 デバイ スは測定を継続し ません。

注 ：

ア ラームシンボルが矢印に重な る こ と も あ り ます。

カギ印
デバイ スの操作がロ ッ ク されています。 デバイ スのロ ッ ク を解除し て く だ さい。

→ 5.9 項を参照。

通信シンボル
通信によ るデータ転送

注 ： ア ラームシンボルが通信シンボルに重な る こ と も あ り ます。

矢印（増加）
測定値が増加中です。

矢印（減少）
測定値が減少中です。

矢印 ( 一定 )
測定値が数分間、 一定です。

P01-PMx7xxxx-19-xx-xx-xx-009

図 16 外部操作キー

1 デバイ ス外部の保護フ ラ ッ プを被せた

操作キー

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-104

図 17 内部操作キー

1 操作キー 

2 オプシ ョ ンデ ィ スプレ イ用のス ロ ッ ト

3 オプシ ョ ン HistoROM®/M-DAT 用のス ロ ッ ト

4 測定値関連のパラ メ ータ を ロ ッ ク / ロ ッ ク解

除する ための DIP ス イ ッ チ 

5 ダンピングオン / オフ用 DIP ス イ ッ チ

6 許容範囲内の値であ る こ と を示す緑色 LED

➀
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5.2.2 機器本体操作キーの機能 - 機器本体ディ スプレイ 未接続

キーかキーの組み合わせを 低 3 秒間押下し、 対応する機能を実行し ます。 リ セ ッ ト 時はキーの
組み合わせを 低 6 秒間、 押し て く ださい。

5.2.3 機器本体操作キーの機能 - 機器本体ディ スプレイ 接続

操作キー 意味

S
下限値を採用し ます。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

→ 26 ページ 5.3.1 項の 「レベル測定モード」 か、 28 ページ 5.3.2 項の 「圧力測

定モード」 も参照。 

O
上限値を採用し ます。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

→ 26 ページ 5.3.1 項の 「レベル測定モード」 か、 28 ページ 5.3.2 項の 「圧力測

定モード」 も参照。 

F 位置補正

O と  S と  F
すべてのパラ メ ータ を リ セ ッ ト 。 操作キーによ る リ セ ッ ト はソ フ ト ウ ェア リ

セ ッ ト コード 7864 に対応し ています。

O と  F
設定データ をオプシ ョ ンの HistoROM®/M-DAT モジュールから本デバイ スへコ

ピーし ます。

S と F
設定データ を本デバイ スからオプシ ョ ンの HistoROM®/M-DAT モジ ュールへコ

ピーし ます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-057

- DIP ス イ ッ チ 1 ： 測定値に関連し たパラ メ ータのロ ッ ク / ロ ッ ク解除を

行います。

出荷時設定 ： オフ （ロ ッ ク解除）

- DIP ス イ ッチ ２ ： ダンピングのオン / オフを行います。

出荷時設定 ： オン （ダンピングオン）

操作キー 意味

O - ピ ッ ク リ ス ト 内を上昇

- 機能内の数値、 文字を編集

S - ピ ッ ク リ ス ト 内を下降

- 機能内の数値、 文字を編集

F - 入力を確認

- 次の項目へ移動

O と F
機器本体デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト 設定 ： 輝度低下

S と F
機器本体デ ィ スプレ イのコ ン ト ラ ス ト 設定 ： 輝度上昇

O と S

ESC 機能 ：

- 変更し た値を保存せず、 編集モード を終了。

- 機能グループ内の メ ニューが開かれている時 ： 初にキーを同時に押す と機

能グループ内で、 パラ メ ータ一つ分、 戻 り ます。 その後はキーを同時に押す

たびに メ ニュー内で一段階、 上が り ます。

- 選択レベルの メ ニューが開かれている時 ： キーを同時に押すたびに メ ニ ュー

内で一段階、 上が り ます。

注 ： 機能グループ、 レベル、 選択レベルなどの語については 29 ページの 5.4.1 

項に説明があ り ます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-057

- DIP ス イ ッ チ 1 ： 測定値に関連し たパラ メ ータのロ ッ ク / ロ ッ ク解除を

行います。

出荷時設定 ： オフ （ロ ッ ク解除）

- DIP ス イ ッチ ２ ： ダンピングのオン / オフを行います。

出荷時設定 ： オン （ダンピングオン）

1 2

τ
on

off

1 2

τ
on

off
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5.3 現場操作 - 機器本体デ ィ スプレ イ未接続

! 注意 ! 

HistoROM®/M-DAT モジ ュールを組み込んだデバイ ス を動作させるには、31 ページ 5.5
節の 「HistoROM®/M-DAT モジ ュール」 を参照し て く だ さい。 

5.3.1 レ ベル測定モード

機器本体デ ィ スプレ イが接続されている場合、 差し込み式電子コ ンポーネン ト か、 デバイ ス外側
の 3 つのキーによ り 以下の機能がご利用になれます。
• 位置校正 （ゼロ点修正）
• 圧力の上限値、 下限値を設定し、 上限レベル、 下限レベル値に割 り 当てます。
• デバイ スの リ セ ッ ト → 25 ページ 5.2.2 項の 「機器本体操作キーの機能」 を参照し て く ださい。

! 注意 ! 
• S- キーおよび O- キーの機能は次のよ う な場合のみです。

- レベル選択 「レベルイージープレ ッ シ ャー」、 校正モード 「ウ ェ ッ ト 」
- レベル選択 「レベルエキスパー ト 」、 レベルモード 「 リ ニア」、 校正モード 「ウ ェ ッ ト 」 
他の設定ではキーに機能はあ り ません。

• デバイ スはレベル測定モード に標準設定されています。 「測定モード」 パラ メ ータで測定モー
ド を設定する こ と ができ ます。 → 39 ページ 6.2 節の 「言語･測定モード選択」 を参照し て く だ
さい。
以下のパラ メ ータは以下の値に初期設定されています。
- レベル選択 ： レベルイージープレ ッ シ ャー
- 校正モード ： ウ ェ ッ ト
- 出力単位か測定タ イプ ： ％
- 空校正 ： 0.0
- 満量校正 ： 100.0
- LRV 設定 ： 00 （4 mA の値に対応）
- LRV 設定 ： 100.0 （20 mA の値に対応）
上記のパラ メ ータは、機器本体デ ィ スプレ イか、FieldCare などの リ モー ト 操作でのみ修正する
こ と ができ ます。

• 操作のロ ッ ク が解除されていなければな り ません。 → 36 ページ 5.9 節の「ロ ッ ク / ロ ッ ク解除」
を参照し て く ださい。

• 加圧はセンサの公称圧力限度内でなければな り ません。 ネームプレー ト に記載されている情報
を参照し て く ださい。

• → 42 ページ 6.4 節の 「レベル測定」 も参照し て く ださい。 パラ メ ータの内容については取扱説
明書 BA274P を参照し て く ださい。

• レベル選択、 校正モード、 レベルモード、 空校正、 満量校正、 LRV 設定、 URV 設定は、 機器本
体デ ィ スプレ イや FieldCare などの リ モー ト 操作に使用されるパラ メ ータ名です。
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位置補正を実施してください1

1) 6 章 「コ ミ ッ シ ョ ニング」 の 39 ページ 「警告」 を参照。

下限圧力値を設定 上限圧力値を設定

デバイ スに圧力が存在し ます。 デバイ スに下限圧力 （空圧力2）

の要求値が存在し ます。

2) 機器本体デ ィ スプレ イや FieldCare などの リ モー ト 操作に使用されるパラ メ ータ名です。

デバイ スに上限圧力 （満量圧力 1

） の要求値が存在し ます。

↓ ↓ ↓

3 秒間、 [E] キーを押し て く だ さ

い。

3 秒間、 [-] キーを押し て く ださ

い。

3 秒間、 [+] キーを押し て く ださ

い。

↓ ↓ ↓

差し込み式電子コ ンポーネン ト

の LED は短時間、 点灯し ます

か？

差し込み式電子コ ンポーネン ト

の LED は短時間、 点灯し ます

か？

差し込み式電子コ ンポーネン ト

の LED は短時間、 点灯し ます

か？

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

位置補正時の加

圧が承認されま

し た。

位置補正時の加

圧が承認されま

せん。 入力限度

を守って く ださ

い。

実際の圧力が下

限圧力値 （空圧

力 1） と し て保

存され、 下限レ

ベル値 （空校正
1） に割 り 当て

られま し た。

実際の圧力が下

限圧力値と し て

保存されません

でし た。 入力限

度を守って く だ

さい。

実際の圧力が上

限圧力値 （満量

圧力 1） と し て

保存され、 下限

レベル値 （満量

校正 1） に割 り

当て られま し

た。

実際の圧力が上

限圧力値と し て

保存されません

でし た。 入力限

度を守って く だ

さ い。
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5.3.2 圧力測定モード

機器本体デ ィ スプレ イが接続されている場合、 差し込み式電子コ ンポーネン ト か、 デバイ ス外
側の 3 つのキーによ り 以下の機能がご利用になれます。
• 位置校正 （ゼロ点修正）
• 上限値、 下限値の設定
• デバイ スの リ セ ッ ト → 25 ページ 5.2.2 項の 「機器本体操作キーの機能」 を参照。

! 注意 ! 
• 操作はロ ッ ク が解除されていなければな り ません。 → 36 ページ 5.9 節の「ロ ッ ク / ロ ッ ク解除」

を参照し て く ださい。
• デバイ スはレベル測定モード に標準設定されています。 「測定モード」 パラ メ ータで測定モー

ド を設定する こ と ができ ます。 → 39 ページ、 6.2 節の 「言語･測定モード選択」 を参照。
• 加圧はセンサの公称圧力限度内でなければな り ません。 ネームプレー ト に記載されている情報

を参照し て く ださい。

位置補正を実施してください1

1) 6 章 「コ ミ ッ シ ョ ニング」 の 39 ページ 「警告」 を参照。

下限値の設定 上限値の設定

デバイ スに圧力が存在し ます。 デバイ スに下限圧力の要求値が

存在し ます。

デバイ スに上限圧力の要求値が

存在し ます。

↓ ↓ ↓

3 秒間、 [E] キーを押し て く だ さ

い。

3 秒間、 [-] キーを押し て く ださ

い。

3 秒間、 [+] キーを押し て く ださ

い。

↓ ↓ ↓

差し込み式電子コ ンポーネン ト

の LED は短時間、 点灯し ます

か？

差し込み式電子コ ンポーネン ト

の LED は短時間、 点灯し ます

か？

差し込み式電子コ ンポーネン ト

の LED は短時間、 点灯し ます

か？

はい いいえ はい いいえ はい いいえ

↓ ↓ ↓ ↓ ↓ ↓

位置補正時の加

圧が承認されま

し た。

位置補正時の加

圧が承認されま

せん。 入力限度

を守って く ださ

い。

下限の加圧が承

認されま し た。

下限の加圧が承

認されません。 

入力限度を守っ

て く ださい。

上限の加圧が承

認されま し た。

上限の加圧が承

認されません。 

入力限度を守っ

て く だ さい。
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5.4 現場操作 - 機器本体デ ィ スプレ イ接続

機器本体デ ィ スプレ イが接続されている場合、 3 つの操作キーを使用し、 操作 メ ニューを移動し
ます。
→ 25 ページ、 5.2.3 項の 「機器本体操作キーの機能」 を参照。

5.4.1 操作メ ニュ ーの一般的構造

メ ニューは 4 レベルに分割されています。 上位 3 レベルを使用し､移動し ますが、 下位は数値の
入力、 オプシ ョ ンの選択、 設定の保存に使用し ます。 セ ク シ ョ ン 10.1 「機器本体デ ィ スプレ イ と
デジ タル通信の メ ニュー」 に、 メ ニュー全体が図示されています。
操作 メ ニューの構造は選択されている測定モード によ り 異な り ます。 例えば 「圧力」 が測定モー
ド と し て選択されている と このモード に必要な機能のみが表示されます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-097

図 18 操作メ ニュ ーの構造

1 1. 測定レベル

2 2. 測定レベル

3 機能グループ

4 パラ メ ータ

! 注意 ! 
「言語」、 「測定モード」 パラ メ ータは第 1 選択レベルの機器本体デ ィ スプレ イでのみ選択が可能
です。 デジ タル通信では 「表示」 グループに 「言語」 パラ メ ータが表示され、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ
プ メ ニューまたは 「基本セ ッ ト ア ッ プ」 機能グループに 「測定モード」 パラ メ ータが表示されま
す。→ セ ク シ ョ ン 10.1 「機器本体デ ィ スプレ イ とデジ タル通信の メ ニュー」を参照し て く ださい。

➀

➂

➁

➃
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5.4.2 オプショ ン選択

例 ： 「日本語」 を メ ニューの言語と し て選択

5.4.3 値の編集

例 ： 「ダンピング値」 の機能を 2.0 秒から 30.0 秒へ変更 → 25 ページ、 5.2.3 項の 「機器本体デ ィ
スプレ イ」 を参照。

機器本体ディスプレイ 操作

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-017

言語と し て "English [ 英語 ]" が現在選択されていま

す｡ ✓ が現在選定されている メ ニューテキス ト です｡

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-033

"+" または "-" キーで " 日本語 [ ニホンゴ （JPN） ]"

を選択し ます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-034

1. "E" キーで選択を確定し ま す。 ✓ が現在選定さ

れている メ ニュ ーテキス ト です（" 日本語

[ ニホンゴ（JPN） ]" が現在選択さ れていま す）。

2. "E" キーで次のア イ テムに移動し ます。

機器本体ディスプレイ 操作

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-023

機器本体デ ィ スプレ イは変更するパラ メ ータ を表示

し ます。 黒で反転表示されている値は変更が可能で

す。 単位 「s」 は固定されていて、 変更でき ません。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-027

1. [+] か、 [-] を押し、 編集モードへ移動し ます。

2. 初の桁は黒で反転表示されます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-028

1. [+] を使用し、 「2」 から 「3」 へ変更し ます。

2. 「3」 を [E] で確認し ます。 カーソルが次の位置へ

移動し ます （黒で反転表示）。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-029

小数点が黒で反転表示され、 編集が可能と な り ま

す。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-030

1. 「0」 が表示される まで [+] か、 [-] を押しつづけ

ます。

2. 「0」 を [E] で確認し ます。

カーソルが次の位置へ移動し ます。 <= が表示さ

れ、 黒で反転表示されます。 →次のグ ラ フ ィ ッ

ク を参照し て く ださい。
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5.4.4 デバイ スで使用する圧力を値と し て取り 込む

例 ： 上限値の設定 -20mA を圧力値 400 mbar へ割 り 当て る

5.5 HistoROM®/M-DAT ( オプシ ョ ン )

HistoROM®/M-DAT は メ モ リ モジュールです。
差し込み式電子コ ンポーネン ト に取 り 付け られ、 以下の機能があ り ます。
• 設定データのバッ ク ア ッ プコ ピー
• 伝送器の設定データ を別の伝送器へコ ピー
• 圧力、 センサ温度の測定値を周期的に記録
• ア ラーム、 構成の変更、 カ ウ ン タ （圧力および温度に関する測定レ ンジやユーザ設定限界レ ン

ジからの逸脱回数カ ウ ン タ など） と いった各種イベン ト を記録

# 危険 ! 

HistoROM®/M-DAT を差し込み式電子コ ンポーネン ト か ら着脱する際は電源断の状態
でのみ行います。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-031

[E] を使用し、 新規の値を保存し て編集モード を終

了し ます。 → 次のグ ラ フ ィ ッ ク を参照し て く だ さ

い。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-032

現在、 ダンピングの新規の値は 30.0s です。

- [E] で次のパラ メ ータへ移動し ます。

- [+] か、 [-] で編集モードへ戻る こ と ができ ます。

機器本体ディスプレイ 操作

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-035

機器本体デ ィ スプレ イの下段は実際の圧力を表示し

ます。 こ こでは 400 mbar が表示されています。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-036

[+] か、 [-] を使用し、 「確認」 のオプシ ョ ンへ切 り 替

えます。 ア ク テ ィ ブ状態の選択内容は黒で反転表示

されます。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-037

[E] を使用し、 値 （400 mbar） を 「現在値を URV」

のパラ メ ータへ割 り 当てます。 デバイ スは校正を確

認し、 パラ メ ータへ戻 り ます。 こ こ では 「現在値を

URV」 へ戻 り ます （次のグ ラ フ ィ ッ ク を参照）。

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-035

[E] で次のパラ メ ータへ切 り 替えます。

機器本体ディスプレイ 操作
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! 注意 ! 
• HistoROM®/M-DAT モジュールは、 いつでも組み込むこ と ができ ます ( 発注番号 52027785)。 
• HistoROM®/M-DAT を差し込み式電子コ ンポーネン ト に取 り 付け、 電源を再度投入する と、

HistoROM のデータ と本デバイ ス内のデータの解析が行われます。 解析中は メ ッ セージ と し て
「W702 HistoROM データが不一致です」 および 「W706 HistoROM とデバイ スの設定が異な り ま
す」 が表示されます。 対策と し て 49 ページ、 8.1 節の 「 メ ッ セージ」 を参照。

5.5.1 設定データ のコ ピー

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-099

図 19 オプシ ョ ンの HistoROM®/M-DAT メ モ リ モジ ュールを組み込んだ差し込み式電子コ ンポーネン ト

1 HistoROM®/M-DAT ( オプシ ョ ン ) 

2 設定データ を HistoROM®/M-DAT モジュールから本デバイ ス、本デバイ スから HistoROM®/M-DAT モ

ジュールへコ ピーするには、操作のロ ッ ク を解除する必要があ り ます (DIP ス イ ッ チ 1、ポジシ ョ ン 「オ

フ」、パラ メ ータ「INSERT PIN No.」=100)。36ページ、5.9節の " ロ ッ ク / ロ ッ ク解除" を参照し て く だ さい。

現場操作 - 機器本体デ ィ スプレ イ未接続

設定データ をデバイスから HistoROM®/M-DAT へコ ピー ：

! 注意 ! 
操作のロ ッ ク が解除されていなければな り ません。

1. デバイ ス を供給電圧から切断し ます。

2. HistoROM®/M-DAT モジュールを差し込み式電子コ ンポーネン ト へ接続し ます。

3. デバイ スへの電圧供給を再開し ます。

4. 差し込み式電子コ ンポーネン ト の LED が点灯する まで F キー、 S キーを押し ます
（ 低 3 秒間）。

5. 約 20 秒、お待ち く ださい。 設定データが本デバイ スから HistoROM®/M-DAT へロー ド され
ます。 本デバイ スは再起動し ません。

6. デバイ ス を再度、 供給電圧から切断し ます。

7. メ モ リ ーモジュールを取 り 外し ます。

8. デバイ スへの電圧供給を再開し ます。
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設定データ を HistoROM®/M-DAT からデバイスへコ ピーする ：

! 注意 ! 
操作のロ ッ ク が解除されていなければな り ません。

1. デバイ ス を供給電圧から切断し ます。

2. HistoROM®/M-DAT モジュールを差し込み式電子コ ンポーネン ト へ取 り 付けます。別のデバ
イ スからの設定データが、 HistoROM®/M-DAT に記憶されています。

3. デバイ スへの電圧供給を再開し ます。

4. 差し込み式電子コ ンポーネン ト の LED が点灯する まで F キー、 S キーを押し ます （ 低 3
秒間）。

5. 約 20 秒、 お待ち く ださい。 すべてのパラ メ ータ ( 以下を除 く ： シ リ アルナンバー、 デザイ
ン、 管理タ グナンバー、 ロ ング タ グナンバー、 説明、 BUS ア ド レ ス ) と、 位置補正およびプ
ロ セス接続グループのパラ メ ータ が、 HistoROM®/M-DAT か ら本デバイ スにロー ド さ れま
す。 本デバイ スは再起動し ます。

6. HistoROM®/M-DAT を再度、差込式の電子コ ンポーネン ト から取 り 外す前にデバイ ス を供給
電圧から切断し ます。

機器本体デ ィ スプレ イ （オプシ ョ ン） か遠隔操作による現場操作

設定データ を本デバイスから HistoROM®/M-DAT へコ ピーする ：

! 注意 ! 
操作のロ ッ ク が解除されていなければな り ません。

1. デバイ ス を供給電圧から切断し ます。

2. HistoROM®/M-DAT モジュールを差し込み式電子コ ンポーネン ト に取 り 付けます。

3. デバイ スへの電圧供給を再開し ます。

4. 「ダウ ン ロード選択」 のパラ メ ータ設定はデバイ スから HistoROM へのア ッ プロード に影響
し ません。 （ メ ニューパス ： （グループ選択→） 操作 メ ニュー→操作）

5. 「HistoROM コ ン ト ロール」 のパラ メ ータ を使用し、 データ転送の方向 と し て 「デバイ ス→
HistoROM」のオプシ ョ ンを選択し て く ださい。（ メ ニューパス：グループ選択→操作 メ ニュー
→操作）

6. 約 20 秒、 お待ち く ださい。 設定データが本デバイ スから HistoROM®/M-DAT へロード され
ます。 本デバイ スは再起動し ません。

7. デバイ ス を再度、 供給電圧から切断し ます。

8. メ モ リ ーモジュールを取 り 外し ます。

9. デバイ スへの電圧供給を再開し ます。
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設定データ を HistoROM®/M-DAT から本デバイスへコ ピーする ：

! 注意 ! 
操作のロ ッ ク が解除されていなければな り ません。

1. デバイ ス を供給電圧から切断し ます。

2. HistoROM®/M-DAT モジュールを差し込み式電子コ ンポーネン ト に取 り 付けます。 別のデ
バイ スからの設定データが、 HistoROM®/M-DAT に格納されます。

3. デバイ スへの電圧供給を再開し ます。

4. 「ダ ウ ン ロー ド 選択」 のパラ メ ータ を使用し、 どのパラ メ ータ に上書きする か選択し ます。
（ メ ニューパス ： （グループ選択） →操作 メ ニュー→操作）

選択に応じ て、 以下のパラ メ ータに上書き し ます。
- 設定のコピー : 

すべてのパラ メ ータ ( 以下を除 く ： デバイ スシ リ アル番号、 デザイ ン、 管理タ グナンバー、
ロ ング タ グナンバー、 説明、 BUS ア ド レ ス ) と、 位置補正およびプロセス接続グループの
パラ メ ータ。

- デバイス交換：
「デバイ スシ リ アル No.」、 「デバイ スの形式」 と 「位置補正」、 「プロセス接続」 のグループ
に属するパラ メ ータ を除 く 、 あ らゆるパラ メ ータ

- 電子機器の交換 ：
「位置補正」 グループに属するパラ メ ータ以外のあ らゆるパラ メ ータ

出荷時設定 ： 設定コ ピー

5. 「HistoROM コ ン ト ロール」 のパラ メ ータ を使用し て、 データ転送の方向 と し てオプシ ョ ン
「HistoROM → デバイ ス」 を選択し ます。
（ メ ニューパス ： グループ選択→操作 メ ニュー→操作）

6. 約 20 秒、 お待ち く ださい。 設定データが本デバイ スから HistoROM®/M-DAT へロー ド され
ます。 本デバイ スは再起動し ません。

7. HistoROM®/M-DAT を再度、差込式の電子コ ンポーネン ト から取 り 外す前にデバイ ス を供給
電圧から切断し ます。
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5.6 HART ハン ド ヘルド ター ミ ナルによる操作

HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルを使用し、 メ ニュー操作で 4 ～ 20mA ケーブル上のど こ でも あ ら
ゆるパラ メ ータ を設定し ます。

P00-xMD7xxxx-02-xx-xx-xx-002

図 20 ハンド ヘルド コ ミ ュ ニケータ ー ( 例えば、 フ ィ ールド コ ミ ュ ニケータ  375) と メ ニュ ーガイ ダンス

1 メ ニューテキス ト を備えた LCD

2 メ ニュー選択用のキー

3 パラ メ ータ入力用のキー

! 注意 ! 
• → 19 ページ、 4.2.5 項の 「HART ハン ドヘル ド ター ミ ナルの接続」 を参照。
• 詳細についてはハン ドヘル ド ター ミ ナル用の取扱説明書を参照し て く ださ い。 取扱説明書はハ

ン ドヘル ド ター ミ ナルに付属し ます。

5.7 FieldCare

FieldCare は、 FDT 技術に基づいたエン ド レ スハウザー社の資産管理ツールです。 FieldCare を使
用すれば、 エン ド レ スハウザー社のすべてのデバイ スだけでな く 、FDT 規格に準拠し た他の メ ー
カーのデバイ ス も設定する こ と ができ ます。 以下のオペレーテ ィ ングシステムがサポー ト されて
います ： WinNT4.0、 Win2000、 Windows XP。

FieldCare でサポー ト されている機能 ：
• オン ラ イ ン操作によ る伝送器の構成
• 機器データの読み込みおよび保存 ( ア ッ プロード / ダウ ン ロード ) 
• HistoROM®/M-DAT1 解析
• 測定ポイ ン ト の文書化

接続オプシ ョ ン ：
• Commubox FXA191 および PC の RS 232 C シ リ アルイ ン タ フ ェース を介し た HART 接続
• Commubox FXA195 および PC の USB イ ン タ フ ェース を介し た HART
• Fieldgate FXA520 を介し た HART

! 注意 ! 
• → 20 ページ "FieldCare で操作するための、コ ミ ュボ ッ ク ス FXA191/FXA195 の接続 " を参照し

て く ださい。
• → 21 ページ "FieldCare で操作するための、 コ ミ ュボ ッ ク ス FXA291/ToF アダプタ FXA291 の

接続 " を参照し て く ださい。
• FieldCare の詳細はイ ン ターネ ッ ト でご覧 く ださい。（http：//www.endress.com, ダウ ン ロード →

FieldCare を検索） 
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5.8 ロ ッ ク / ロ ッ ク解除

パラ メ ータ をすべて入力する と、 未承認なア ク セス、 好ま し く ないア ク セスに対し て、 入力を
ロ ッ クする こ と ができ ます。

以下の手段によ り ロ ッ ク / ロ ッ ク解除が可能です ：
• 差し込み式電子コ ンポーネン ト 、 ローカル表示器の DIP ス イ ッチ
• 機器本体デ ィ スプレ イ （オプシ ョ ン） 
• デジ タル通信

機器本体デ ィ スプレ イ に表示される  カギ印は操作がロ ッ ク されている こ と を示し ています。
表示に関係するパラ メ ータ （「言語」、 「デ ィ スプレ イ コ ン ト ラ ス ト 」） は変更可能です。

! 注意 ! 
• DIPス イ ッチで操作がロ ッ ク される と DIPス イ ッチ以外でロ ッ ク の解除はでき ません。 機器本体

デ ィ スプレ イ または リ モー ト 操作 (FieldCare など) でロ ッ ク し た場合は、また同じ機器本体デ ィ
スプレ イ または リ モー ト 操作でのみロ ッ ク解除操作を行 う こ と ができ ます。

表にはロ ッ ク機能の概要が記載されています。

5.8.1 ローカ ルの DIP スイ ッ チにより 操作のロッ ク / ロッ ク 解除

P01-xxxxxxxx-19-xx-xx-xx-133

図 21 差し 込み式電子コ ンポーネント の DIP スイ ッ チの位置「ハード ウェ アロッ ク 」

1 必要に応じ て、 機器本体デ ィ スプレ イ （オプシ ョ ン） を取 り 外し ます。

2 DIP ス イ ッ チの位置が 「オン」 ： 操作がロ ッ ク されます。

3 DIP ス イ ッ チの位置が 「オフ」 ： 操作のロ ッ ク が解除されます （操作可）。
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5.8.2 機器本体ディ スプレイ か、 遠隔操作によるロッ ク / ロッ ク 解除

5.9 出荷時設定 （リ セ ッ ト ）

一定のコード を入力する と パラ メ ータの入力値を全部あ るいは一部、 出荷時設定に リ セ ッ ト する
こ と ができ ます。 （→出荷時設定については取扱説明書 BA274P 「セ ラバー S/ デルタバー S/ デ
ルタパイ ロ ッ ト S、 デバイ ス機能の説明」） を参照し て く ださい。 「 リ セ ッ ト コード入力」 のパラ
メ ータでコード を入力し ます ( メ ニューパス ： ( グループ選択 ) → 操作 メ ニュー → 操作 )。
デバイ スには様々な リ セ ッ ト コード があ り ます。 以下の表では特定の リ セ ッ ト コード で リ セ ッ ト
されるパラ メ ータ を図示し て し ます。 操作のロ ッ ク を解除し、 パラ メ ータ を リ セ ッ ト し ます （→
36 ページ、 5.9 節を参照）。

! 注意 ! 
工場で行 う ユーザー固有の設定について、 リ セ ッ ト によ る影響はあ り ません （ユーザー固有の設
定は保持）。 リ セ ッ ト 後、パラ メ ータ を出荷時設定に リ セ ッ ト し たい場合、弊社の担当窓口までご
連絡 く ださい。

説明

ロ ッ ク 1. 「イ ンサー ト PIN NO.」 のパラ メ ータ を選択し ます。

メ ニューパス ： 操作 メ ニュー→操作→イ ンサー ト PIN NO.

2. 操作を ロ ッ クする際はこのパラ メ ータ と し て 0 ～ 9999 で、 100 以外の数を

入力し て く だ さい。

ロ ッ ク解除 1. 「イ ンサー ト PIN NO.」 のパラ メ ータ を選択し ます。

2. ロ ッ ク を解除する際はこのパラ メ ータ と し て 100 を入力し て く ださ い。

リセットコード 詳細及び効果

1846 表示リセット
- これによ り 表示に関係する （「表示」 グループ） パラ メ ータがすべて リ セ ッ ト

されます。

- 動作中のシ ミ ューレーシ ョ ンがすべて終了し ます。

- デバイ スが再起動し ます。

62 電源リセット ( ウォームスタート )
- これによ り RAM 内のパラ メ ータはすべて リ セ ッ ト されます。 データは

EEPROM から新規で リ ード バッ ク されます （プロセ ッ サは再度、 初期化）。

- 動作中のシ ミ ューレーシ ョ ンがすべて終了し ます。

- デバイ スが再起動し ます。

2710 測定モードレベルリセット
- 「レベルモード」、 「測定タ イプ」、 「 リ ニア ラ イ ズ測定」、 「組み合わせ測定」 の

各パラ メ ータに応じ て、 これらの測定動作に必要なパラ メ ータが リ セ ッ ト さ

れます。

- 動作中のシ ミ ューレーシ ョ ンがすべて終了し ます。

- デバイ スが再起動し ます。

例 ： レベルモード = リ ニアおよび 「測定タ イプ （LIN. MEASURAND）」 = 高さ

• 高さ単位 = m

• 校正モード = ウ ェ ッ ト

• 空校正 = 0

• 満量校正 = mH2O に変換されたセンサ終了値です。 例えば 400 mbar センサの

場合は 4 mH2O にな り ます。

333 ユーザーリセット
- 以下のパラ メ ータに影響し ます。

- 機能グループ 「位置補正」

- 機能グループ 「基本セ ッ ト ア ッ プ」、 但し、 ユーザー固有の単位を除 く

- 機能グループ 「拡張セ ッ ト ア ッ プ」

- グループ 「出力」

- 機能グループ 「HART データ」 ： 「BUS ア ド レ ス」、 「プレアンブルナンバー」

- 動作中のシ ミ ューレーシ ョ ンがすべて終了し ます。

- デバイ スが再起動し ます。
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7864 トータルリセット
- 以下のパラ メ ータに影響し ます。

- 機能グループ 「位置補正」

- 機能グループ 「基本セ ッ ト ア ッ プ」

- 機能グループ 「拡張セ ッ ト ア ッ プ」

- 機能グループ 「 リ ニア ラ イゼーシ ョ ン」 （既存の リ ニア ラ イ ズ表は消去）

- グループ 「出力」

- 機能グループ 「ピーク ホール ド」

- 機能グループ 「HART データ」

- 設定可能な メ ッ セージ （「エラー」 タ イプ） はすべて出荷時設定に設定され

ています。 

→ 49 ページ、 8.1 節の 「 メ ッ セージ」、 56 ページ、 8.2 節の 「エラーへの応答

出力」 も参照。

- 機能グループ 「ユーザー リ ミ ッ ト 」

- 機能グループ 「システム 2」

- 動作中のシ ミ ューレーシ ョ ンがすべて終了し ます。

- デバイ スが再起動し ます。

8888 HistoROM リセット
測定値 メ モ リ と イベン ト メ モ リ は消去されます。 リ セ ッ ト 中、 HistoROM は差込

み式の電子コ ンポーネン ト に接続し ていなければな り ません。

リセットコード 詳細及び効果
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6 コ ミ ッ シ ョ ニング

# 危険 ! 
• デバイ スに 小許容値を下回る圧力が存在する場合、 メ ッ セージ 「E120 センサ圧力低」、「E727

センサ圧力エラー - 範囲外」 が連続で出力されます。
• デバイ スに 大許容値を上回る圧力が存在する場合、 メ ッ セージ 「E115 センサ圧力高」、「E727

センサ圧力エラー - 範囲外」 が連続で出力されます。
• メ ッ セージ E727、 E115、 E120 は 「エラー」 タ イプの メ ッ セージであ り 、 「警告」 あ るいは 「ア

ラーム」 と し て設定でき ます。 これらの メ ッ セージは工場で 「警告」 メ ッ セージ と し て設定さ
れます。 この設定によ り 現在の出力がアプ リ ケーシ ョ ン （例 ： カ スケード測定） に対し て、 設
定ア ラームの現在値と なる こ と を防止し、 ユーザはセンサの範囲を超過する可能性があ る こ と
を認識し ます。

• 次のよ う な場合、 E727、 E115、 E120 を 「ア ラーム」 に設定する よ う 推奨し ます。
- 測定に使用する際、 センサの範囲を超過する必要がない。
- 位置補正を行い、 デバイ スの方向によ る重大な測定エラーを補正し なければな ら ない。

! 注意 ! 
初期状態において、 デバイ スはレベル測定モード、 「レベルイージープレ ッ シ ャー」 レベル選択、
単位は 「％」 に設定されています。

6.1 機能確認

デバイ スのコ ミ ッ シ ョ ニングを行 う 前にチェ ッ ク リ ス ト に し たがい設置後の確認 と 接続後の確
認を実施し て く ださい。
• 「設置後の確認」 チェ ッ ク リ ス ト → 3.4 節を参照。
• 「接続後の確認」 チェ ッ ク リ ス ト → 4.4 節を参照。

6.2 言語･測定モー ド選択

6.2.1 機器本体での操作

「言語」、 「測定モード」 のパラ メ ータは 上層の メ ニューレベルに存在し ます。 → 5.4.1 項の 「操
作 メ ニューの一般的構造」 を参照。

以下の言語がご利用になれます。
• ド イ ツ語
• 英語
• フ ラ ン ス語
• イ タ リ ア語
• スペイ ン語
• オラ ンダ語
• 中国語 （CHS）
• 日本語 （JPN）

以下の測定モード がご利用になれます。
• 圧力
• レベル
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6.2.2 デジタ ル通信

デジ タル通信では、 ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューと基本セ ッ ト ア ッ プ」 機能グループに 「測定
モード」 パラ メ ータが表示されます ( 操作 メ ニュー→設定→基本設定 )。 

以下の測定モード がご利用になれます。
• 圧力
• レベル

「言語」 パラ メ ータは 「表示」 グループにあ り ます ( 操作 メ ニュー→表示 )。
• 「言語」 パラ メ ータ を使用し、 機器本体デ ィ スプレ イの メ ニュー言語を選択し ます。
• 「オプシ ョ ン」 メ ニュー→ 「オプシ ョ ン」 → 「表示」 → 「言語」 によ り  ToF Tool の メ ニュー言

語を選択し ます。
• FieldCare では設定ウ ィ ン ドーの 「言語ボタ ン」 で メ ニュー言語を選択し ます。 「特別」 メ ニュー

→ 「オプシ ョ ン」 → 「表示」 → 「言語」 によ り  FieldCare フ レームの メ ニュー言語を選択し ます。

以下の言語がご利用になれます。
• ド イ ツ語
• 英語
• フ ラ ン ス語
• イ タ リ ア語
• スペイ ン語
• オラ ンダ語
• 中国語 （CHS）
• 日本語 （JPN）
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6.3 位置補正

デバイ スの方向によ っては測定値が変動する こ と があ り ます （コ ンテナが空でも測定値はゼロ を
示し ません）。 位置補正を行 う 際、 選択肢は 3 つあ り ます。
（ メ ニューパス ： （グループ選択→） 操作 メ ニュー→設定→位置補正）

パラメータ名 説明

ゼロ点補正 （685）

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差を明確にする必要はあ り ませ

ん。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

例：
- 測定値 = 2.2 mbar

- 「ゼロ点補正」 パラ メ ータの 「確認」 オプシ ョ ンで 「測定値」 を補正し ま

す。 これは 0.0 の値を実際の圧力に割 り 当て る こ と を意味し ています。

- 測定値 （ゼロ点補正後） =0.0 mbar

- 電流値も補正されます。

「オフセ ッ ト 校正」 パラ メ ータは 「測定値」 の補正に使用し た圧力差 （オフ

セ ッ ト ） を表示し ます。

出荷時設定：
0

位置補正入力 （563）

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差を明確にする必要はあ り ませ

ん。 デバイ スに基準圧力が存在し ます。

例：
- 測定値 = 0.5 mbar

- 「位置補正入力」 パラ メ ータについて、 「測定値」 と し て、 設定点 ( 例 ： 2 

mbar) を指定し ます 

( 測定値 ( 新規 ) = 位置補正入力 )。

- 測定値 （位置補正入力の入力後） = 2.0 mbar

- 「オフセ ッ ト 校正」 パラ メ ータは 「測定値」 の補正に使用し た圧力差 （オフ

セ ッ ト ） を表示し ます。

「オフセ ッ ト 校正」 = 測定値 ( 旧 ) – 位置補正入力 ( こ こ でオフセ ッ ト 校正 = 

0.5 mbar – 2.0 mbar = – 1.5 mbar)

- 電流値も補正されます。

出荷時設定：
0

オフセ ッ ト 校正 （319）

入力

位置補正 - ゼロ点 （設定点） と測定圧の圧力差は既知です。

例：
- 測定値 = 2.2 mbar

- 「オフセ ッ ト 校正」 パラ メ ータによ り 「測定値」 を補正する値を入力し ま

す。 「測定値」 を 0.0 mbar に補正する際、 こ こ で 2.2 を入力し なければな り

ません。

( 測定値 ( 新規 )= 測定値 ( 旧 )- オフセ ッ ト 校正 )

- 測定値 （オフセ ッ ト 校正の入力後） = 0.0 mbar

- 電流値も補正されます。

出荷時設定：
0
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6.4 レベル測定

6.4.1 レ ベル測定についての情報

! 注意 ! 
• 「圧力」 操作モード、 「レベル」 操作モード のそれぞれにはク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューがあ

り 、 も 重要で、 基本的な機能の案内を行います。 -> 「レベル」 の ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ
ニューについては 44 ページを参照し て く ださい。

• また、 レベル測定には 「レベルイージープレ ッ シ ャー」、 「レベルイージーハイ ト 」、 「レベルエ
キスパー ト 」 の 3 つのレベルモード がご利用になれます。 「レベルエキスパー ト 」 のレベルモー
ド については 「 リ ニア」、 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」、 「高さ リ ニア ラ イ ズ」 のレベルタ イプから選択
が可能です。 「レベル測定の概要」 と い う 以下の表では様々な測定作業の概要について記述し
ています。
- 「レベルイージープレ ッ シャー」 、 「レベルイージーハイ ト 」 のレベルモード で入力値は 「レ

ベルエキスパー ト 」 ほど広範囲に検証されません。 空校正 / 満量校正、 空圧力 / 満量圧力、
空高さ / 満量高さ、 LRV 設定 /URV 設定の入力値は 「レベルイージープレ ッ シ ャー」、 「レベ
ルイージーハイ ト 」 のレベルモード に対し て 低 1％の間隔を設けなければな り ません。 値
が近すぎ る と警告 メ ッ セージで拒否されます。 これ以上の限界値は確認し ません。 例えば測
定デバイ スが正し く 機能する よ う にセンサ、 測定タ ス クの入力値は適正でなければな り ませ
ん。

- 「レベルイージープレ ッ シャー」 、 「レベルイージーハイ ト 」 のレベルモード には 「レベルエ
キスパー ト 」 ほど多 く のパラ メ ータが含まれておらず、レベルアプ リ ケーシ ョ ンをすばや く 、
簡単に設定する ため、 使用し ます。

- 充填レベル、 容量、 質量、 リ ニア ラ イ ズテーブルのユーザー単位は 「レベルエキ スパー ト 」
のレベルモード でのみ入力可能です。 

- デバイ ス を安全機能 （SIL） のサブシステム と し て使用する場合、「パラ メ ータのセキ ュ リ テ ィ
を高めた機器設定」 （SAFETY CONFIRM） が可能なのはレベルモー ド 「レベルイージープレ ッ
シ ャー」 のオペレーテ ィ ングモード 「レベル」 のみです。 それまでの入力パラ メ ータはすべ
てパス ワード入力後、確認されます。 「レベルイージーハイ ト 」 あ るいは 「レベルエキスパー
ト 」 を選択する と、 リ セ ッ ト パラ メ ータ、 リ セ ッ ト コード 「7864」 を使用し、 初に設定を
初期状態に リ セ ッ ト し なければな り ません （ メ ニューパス ： （グループ選択→） 設定 メ ニュー
→操作）。 → 詳細情報についてはデルタパイ ロ ッ ト S （SD213P） 機能安全マニュ アルを参照
し て く ださい。

• 取扱説明書 BA274P「セラバーS/ デルタバーS/ デルタパイ ロ ッ ト S 機能説明書」を参照し て く だ
さい。 
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6.4.2 レ ベル測定の概要

測定作業 レベル選択 /
レベルモード

実測変数
オプション

説明 コメント 測定値の表示

測定変数が測定圧に正

比例し ています。

圧力レベル 2 つの値の

組み合わせを入力し、

校正し ます。

レベル選択 ： レベ

ルイージープレ ッ

シ ャー

出力単位パラ メ ー

タ ： ％、 レベル、

容量、 質量単位

- 基準圧によ る校正 ：

ウ ェ ッ ト 校正について

は取扱説明書

BA274P5.2.1 項を参照し

て く だ さい。

- 基準圧な しの校正 ：

ド ラ イ校正については

取扱説明書 BA274P5.2.2

項を参照し て く ださい。

- 不適当な入力が可能

- SIL モード可

- 単位のカス タマイ ズ

不可

測定値の表示と｢ リ ニ

ア ラ イ ズ前のレベル｣

パラ メ ータは測定値を

表示し ます。

測定変数が測定圧に正

比例し ています。

密度と 高さ レベル 2 つ

の値の組み合わせを入

力し、 校正し ます。

レベル選択 ： レベ

ルイージーハイ ト

出力単位パラ メ ー

タ ： ％、 レベル、

容量、 質量単位

- 基準圧によ る校正 ：

ウ ェ ッ ト 校正について

は取扱説明 BA274P5.3.1

項を参照し て く ださい。

- 基準圧な しの校正 ：

ド ラ イ校正については

取扱説明書 BA274P5.3.2

項を参照し て く ださい。

- 不適当な入力が可能

- SIL モード不可

- 単位のカス タマイ ズ

不可

測定値の表示と｢ リ ニ

ア ラ イ ズ前のレベル｣

パラ メ ータは測定値を

表示し ます。

測定変数が測定圧に正

比例し ています。

レベル選択 ： レベ

ルエキスパー ト /

レベルモード ：

リ ニア

リ ニア ラ イ ズ測定

パラ メ ータ ：

- ％ （レベル）

- レベル

- 容量

- 質量

- 基準圧によ る校正 ：

ウ ェ ッ ト 校正について

は取扱説明書 BA274P、

5.4.1 項を参照し て く だ

さい。

- 基準圧な しの校正 ：

ド ラ イ校正については

取扱説明書 BA274P、

5.4.2 項を参照し て く だ

さい。

- 不適当な入力は機器

が拒否

- SIL モード不可

- レベル、 容量、 質量

単位のカス タマイ ズ

可

測定値の表示と｢ リ ニ

ア ラ イ ズ前のレベル｣

パラ メ ータは測定値を

表示し ます。

例えば放水口が円錐状

のタ ン クについては、

測定変数が測定圧に正

比例し ません。 校正の

際、 リ ニア ラ イ ズテー

ブルを入力し なければ

な り ません。

レベル選択 ： レベ

ルエキスパー ト /

レベルモード ： 圧

力 リ ニア ラ イ ズ

リ ニア ラ イ ズ測定

パラ メ ータ ：

- 圧力 +％

- 圧力 + 容量

- 圧力 + 質量

- 基準圧によ る校正 ：

リ ニア ラ イ ズテーブル

の半自動入力について

は取扱説明書、 BA274P、

5.5.1 項を参照し て く だ

さい。

- 基準圧な しの校正 - リ

ニア ラ イ ズテーブルの

手動入力については、

取扱説明書、 BA274P、

5.5.2 項を参照し て く だ

さい。

- 不適当な入力は機器

が拒否

- SIL モード不可

- レベル、 容量、 質量

単位のカス タマイ ズ

可

測定値の表示と｢タ ン

ク容量｣パラ メ ータは

測定値を表示し ます。

- 測定変数が 2 つ必要

か

- タ ン ク の形状が高さ、

容量等の値の組み合

わせによ り 表されま

す。

第 1 の測定変数であ る

高さパーセン ト あ るい

は高さが測定圧に正比

例し なければな り ませ

ん。 第 2 の測定変数で

あ る容量、 質量、 ％は

測定圧に正比例し ては

いけません。 リ ニア ラ

イ ズテーブルが第 2 の

変数に対し て入力され

なければな り ません。 

第 2 の測定変数はこの

テーブルによ り 第 1 の

測定変数に割 り 当て ら

れます。

レベル選択 ： レベ

ルエキスパー ト /

レベルモード ： 高

さ リ ニア ラ イ ズ

組み合わせ測定パ

ラ メ ータ ：

- 高さ + 容量

- 高さ + 質量

- 高さ +％

- 高さパーセン ト

+ 容量

- 高さパーセン ト

+ 質量

- 高さパーセン ト

+％

- 基準圧によ る校正 ：

ウ ェ ッ ト 校正、 リ ニア

ラ イ ズテーブルの半自

動入力については取扱

説明書、 BA274P、 5.6.1

項を参照し て く ださい。

- 基準圧な しの校正 ：

ウ ェ ッ ト 校正と リ ニア

ラ イ ズテーブルの手動

入力については、 取扱

説明書、 BA274P、 5.6.2

項を参照し て く ださい。

- 不適当な入力は機器

が拒否

- SIL モード不可

- レベル、 容量、 質量

単位のカス タマイ ズ

可

測定値の表示と｢タ ン

ク容量｣パラ メ ータは

第 2 の測定値 （容量、

質量か、 ％） を表示し

ます。

｢ リ ニア ラ イ ズ前のレ

ベル｣パラ メ ータは第 1

の測定値を表示し ます

（高さパーセン ト か、

高さ）。
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6.4.3 レ ベル測定モード のク イ ッ ク セッ ト アッ プ

! 注意 ! 
• 他のパラ メ ータが正し く 設定されている場合、 一部のパラ メ ータのみが表示されます。 例えば

次の場合、 空校正パラ メ ータのみが表示されます。
- レベル選択 「レベルイージープレ ッ シ ャー」、 校正モード 「ウ ェ ッ ト 」
- レベル選択 「レベルエキスパー ト 」、 レベルモード 「 リ ニア」、 校正モード 「ウ ェ ッ ト 」
レベルモー ド パラ メ ータは基本設定機能グループの中にあ り ます （ メ ニ ュパス ： （グループ選
択→） 操作 メ ニュー→設定→基本設定）。

• 以下のパラ メ ータは以下の値に初期設定されています。 
- レベル選択 ： レベルイージープレ ッ シ ャー
- 校正モード ： ウ ェ ッ ト
- 出力単位か測定タ イプ ： ％
- 空校正 ： 0.0
- 満量校正 ： 100.0
- LRV 設定 ： （基本設定グループ） ： 0.0 （4mA の値に対応）
- URV 設定 ： （基本設定グループ） ： 100.0 （20 mA の値に対応）

• ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プは簡単かつ迅速なコ ミ ッ シ ョ ニングに適し ています。 単位を 「％」 から
「m」 に変更する と いった、 よ り 複雑な設定をお望みの場合、 基本設定グループを使用し、 校正
を行わなければな り ません。 →取扱説明書 BA274P を参照し て く ださい。

P01-FMB70xxx-19-xx-xx-xx-000

図 22 レ ベル測定モード のク イ ッ ク セッ ト アッ プメ ニュ ー

–

–
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測定値の表示
機器本体デ ィ スプレ イ ： F で測定値の表示から

「グループ選択」 へ切 り 替えて く ださい。

測定値の表示
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを選択。

グループ選択
測定モード を選択。

測定モード
「レベル」 オプシ ョ ンを選択。

測定モード
「レベル」 オプシ ョ ンを選択。

レベル選択
レベルモード を選択。 概要については 43 ページを

参照。

レベル選択
レベルモード を選択。 概要については 43 ページを

参照。

グループ選択
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを選択。

ゼロ点補正
デバイ スの向きによ って測定値が変化する場合が

あ り ます。 例えば値 0.0 を現在の圧力に割 り 当て

る など、 「確認」 オプシ ョ ンで 「ゼロ点補正」 パ

ラ メ ータによ り 測定値を修正し ます。 

ゼロ点補正
デバイ スの向きによ って測定値が変化する場合が

あ り ます。 例えば値 0.0 を現在の圧力に割 り 当て

る など、 「確認」 オプシ ョ ンで 「ゼロ点補正」 パ

ラ メ ータによ り 測定値を修正し ます。 



デルタパイ ロ ッ ト  S FMB70  4 ～ 20 mA HART コ ミ ッ シ ョ ニング

エン ド レスハウザー ジャパン 45

! 注意 ! 
現場操作については 25 ページ、 5.2.3 項 「機器本体操作キーの機能」 および 29 ページ、 5.4 節
「現場操作」 も参照し て く ださい。

空校正  1

校正点の下限を入力し ます。

こ のパラ メ ータについてはデバイ スに実際の圧力

に割 り 当て られている レベル値を入力し ます。

空校正 1

校正点の下限を入力し ます。

このパラ メ ータについてはデバイ スに実際の圧力

に割 り 当て られている レベル値を入力し ます。

満量校正 1

校正点の上限を入力し ます。

こ のパラ メ ータについてはデバイ スに実際の圧力

に割 り 当て られている レベル値を入力し ます。

満量校正 1
校正点の上限を入力し ます。

このパラ メ ータについてはデバイ スに実際の圧力

に割 り 当て られている レベル値を入力し ます。

ダンピング時間
ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。 ダ

ンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、

現在の出力等、 後続の要素すべてにおいて圧力変

化に反応する速度に影響が現れます

ダンピング時間
ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。 ダ

ンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、

現在の出力等、 後続の要素すべてにおいて圧力変

化に反応する速度に影響が現れます

1) - レベル選択 「レベルイージープレ ッ シ ャー」、 校正モード 「ウ ェ ッ ト 」

- レベル選択 「レベルエキスパー ト 」、 レベルモード 「 リ ニア」、 校正モード 「ウ ェ ッ ト 」

現場操作 デジタル通信
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6.5 圧力測定

6.5.1 圧力測定についての情報

! 注意 ! 
• 測定モード 「圧力」 、 「レベル」 のそれぞれにはク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューがあ り ､ も重

要な基本機能の案内を行います。 「測定モード」 パラ メ ータに設定し、どの ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ
プ メ ニューを表示するか、 指定し ます。 → 39 ページ、 6.2 節の 「言語･測定モード選択」 も参照
し て く ださい。

• パラ メ ータの詳細内容については取扱説明書BA274P「セラバーS/デルタバーS/デルタパイ ロ ッ
ト S 機能説明書」 を参照し て く ださい。
- 表 6 位置補正
- 表 7 基本セ ッ ト ア ッ プ
- 表 15 拡張セ ッ ト ア ッ プ

• 圧力測定については 「測定モード」 パラ メ ータによ り 「圧力」 オプシ ョ ンを選択し て く ださい。
操作 メ ニューは正し く 構成されています。 → 10.1 節も参照し て く ださい。

6.5.2 圧力測定モード のク イ ッ ク セッ ト アッ プメ ニュ ー

P01-FMB70xxx-19-xx-xx-xx-001

図 23 圧力測定モード のク イ ッ ク セッ ト アッ プメ ニュ ー

1)

1) 1)

2)

現場操作 デジタル通信

測定値の表示
機器本体デ ィ スプレ イ ： F で測定値の表示から

「グループ選択」 へ切 り 替えて く ださい。

測定値の表示
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを選択。

グループ選択
測定モード を選択。

測定モード
「圧力」 オプシ ョ ンを選択。

測定モード
「圧力」 オプシ ョ ンを選択。

グループ選択
ク イ ッ ク セ ッ ト ア ッ プ メ ニューを選択。

ゼロ点補正
デバイ スの向きによ って測定値が変化する場合が

あ り ます。 例えば値 0.0 を現在の圧力に割 り 当て

る など、 「確認」 オプシ ョ ンで 「ゼロ点補正」 パ

ラ メ ータによ り 測定値を修正し ます。 

ゼロ点補正
デバイ スの向きによ って測定値が変化する場合が

あ り ます。 例えば値 0.0 を現在の圧力に割 り 当て

る など、 「確認」 オプシ ョ ンで 「ゼロ点補正」 パ

ラ メ ータによ り 測定値を修正し ます。 

LRV 設定
測定範囲 （4mA の値を入力） を設定し ます。

電流の下限値 （4mA） に対し て圧力値を指定し ま

す。 基準圧がデバイ スに存在する必要はあ り ませ

ん。

LRV 設定
測定範囲 （4mA の値を入力） を設定し ます。

電流の下限値 （4mA） に対し て圧力値を指定し ま

す。 基準圧がデバイ スに存在する必要はあ り ませ

ん。
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! 注意 ! 
現場操作については 25 ページ、 5.2.3 項 「機器本体操作キーの機能」 および 29 ページ、 5.4 節
「現場操作」 も参照し て く ださい。

URV 設定
測定範囲 （20 mA の値を入力） を設定し ます。

電流の上限値 （20 mA） に対し て圧力値を指定し

ます。 基準圧がデバイ スに存在する必要はあ り ま

せん。

URV 設定
測定範囲 （20 mA の値を入力） を設定し ます。

電流の上限値 （20 mA） に対し て圧力値を指定し

ます。 基準圧がデバイ スに存在する必要はあ り ま

せん。

ダンピング時間
ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。 ダ

ンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、

現在の出力等、 後続の要素すべてにおいて圧力変

化に反応する速度に影響が現れます

ダンピング時間
ダンピング時間 （時間係数 τ） を入力し ます。 ダ

ンピングによ り 機器本体デ ィ スプレ イ、 測定値、

現在の出力等、 後続の要素すべてにおいて圧力変

化に反応する速度に影響が現れます

現場操作 デジタル通信
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7 メ ンテナンス

大気圧補償部と GORE-TEX® フ ィ ルタ (1) は汚れないよ う にし て く ださい。

P01-FMB70xxx-17-xx-xx-xx-003

7.1 外部清掃

デバイ ス を清掃する際は以下の点に注意し て く ださい。
• 使用する洗剤は表面、 シールを侵し てはいけません。 
• 尖った ものなどで皮膜に機械的な損害を与えてはいけません。
• 保護水準を遵守し て く ださい。 必要に応じ てネームプレー ト を参照し て く ださい (6 ページ )。

1
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8 ト ラ ブルシューテ ィ ング

8.1 メ ッ セージ

以下の表には表示される メ ッ セージがすべて列挙されています。
デバイ スはエラータ イプであ る 「ア ラーム」、「警告」、「エラー」 を区別し ます。 機器がエラー メ ッ
セージに対し て 「ア ラーム」、 も し く は 「警告」 と反応する よ う に指定する こ と ができ ます。
→ 「エラータ イプ /NA64」 の欄 と 8.2 「エラーへの応答出力」 を参照し て く ださい。

また、 「エラータ イプ /NA64」 の欄では NAMUR 推奨事項 NA64 にし たがい、 メ ッ セージを分類し
ています。
• 故障 ： 「B」 で表記
• 要 メ ンテナン ス ： 「C」 で表記 （確認要求）
• 機能確認 ： 「I」 で表記 （動作中）

機器本体デ ィ スプレ イのエラー メ ッ セージ ：
• 測定値表示は 優先の メ ッ セージを表示し ます。 → 「優先度」 の欄を参照し て く ださい。
• 「ア ラーム状況」 パラ メ ータは存在する全 メ ッ セージを優先度の高い順に表示し ます。 O キー、

S キーによ り ス ク ロールし、 存在する全 メ ッ セージを閲覧する こ と ができ ます。

デジ タル通信によ る メ ッ セージ表示 ：
• 「ア ラーム状況」 パラ メ ータは 優先の メ ッ セージを表示し ます。 → 「優先度」 の欄を参照し て

く ださい。

! 注意 ! 
• 本デバイ スが初期化中に機器本体デ ィ スプレ イの異常を検出し た場合、 特殊なエラー メ ッ セー

ジが表示されます。 → このエラー メ ッ セージについては、 56 ページ、 セ ク シ ョ ン 8.1.1 「機器
本体デ ィ スプレ イのエラー メ ッ セージ」 を参照し て く ださ い。

• サポー ト 、 詳細情報については弊社のサービ ス までご連絡 く ださ い。
• → 8.4、 8.5、 8.6 節も参照し て く ださい。

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度

101 (A101) ア ラーム

B

B> センサ電子コ ンポーネン

ト の EEPROM エラー

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの仕様

を上回っています （9 章も参照し て

く だ さい）。 通常、 こ の メ ッ セージ

の表示は短時間と な り ます。

- 数分間、 お待ち下さい。

- デバイ ス を再起動し て く だ さ

い。 リ セ ッ ト （コード 62） し て

く ださい。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

17

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。

102 (W102) 警告

C

C>EEPROM のチェ ッ クサム

エラー ： ピーク ホール ド部

分

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具

合。 ピーク ホール ド表示器の機能が

必要でない限 り 、 測定精度に影響は

あ り ません。

- メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

53

106 (W106) 警告

C

C> ダウ ン ロード中 - お待

ち く ださ い。

- ダウ ン ロード - ダウ ン ロード が完了する までお

待ち く ださい。

52

110 (A110) ア ラーム

B

B>EEPROM のチェ ッ クサム

エラー ： 設定部分

- 書込み中に電源が切断されま し た。 - 供給電圧を再接続し て く だ さ

い。 必要に応じ て リ セ ッ ト

（コード 7864） し て く だ さい。 

再度、 校正を行って く ださい。

6

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの仕様

を上回っています 

（9 章も参照し て く ださい）。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

113 (A113) ア ラーム

B

B>ROM 伝送器電子コ ン

ポーネン ト の不具合

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

1

115 (E115) エラー

B

出荷時設

定 ： 警告

B> センサ過圧 - 過圧が存在し ます。 - メ ッ セージが消え る まで圧力を

低下させてて く ださい。

29

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。
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116 (W116) 警告

C

C> ダウ ン ロード エラー、 ダ

ウ ン ロード を継続

- フ ァ イルに不具合があ り ます。 - 別のフ ァ イルを使用し て く ださ

い。

36

- ダウ ン ロード中、 例えばケーブル接

続部の開状態、 供給電圧のスパイ ク

（ リ ッ プル）、 電磁効果などによ り

データがプロセ ッ サに正し く 送信さ

れません。

- PC- 伝送器間のケーブル接続を

確認し て く だ さい。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

- ダウンロードを続けてください。

120 (E120) エラー

B

出荷時設

定 ： 警告

B> センサ圧低 - 超低圧 - メ ッ セージが消え る まで圧力を

上昇させて く ださい。

30

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。

121 (A121) ア ラーム

B

B>EEPROM チェ ッ ク サムエ

ラー ： 工場

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

5

122 (A122) ア ラーム

B

B> センサ未接続 - センサ メ イ ン電子コ ンポーネン ト 間

のケーブルが切断

- 必要に応じ て、 ケーブル接続を

確認し、 修理し て く ださい。

13

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの仕様

を上回っています 

（9 章も参照し て く ださ い）。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。

130 (A130) ア ラーム

B

B>EEPROM の不具合。 - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

10

131 (A131) ア ラーム

B

B>EEPROM のチェ ッ クサム

エラー ： 小 / 大部分

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

9

132 (A132) ア ラーム

B

B>EEPROM チェ ッ ク サムエ

ラー積算計

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

7

133 (A133) ア ラーム

B

B>EEPROM チェ ッ ク サムエ

ラー履歴

- 書込み中にエラーが発生し ま し た。 - リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

8

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - 電子コ ンポーネン ト を交換し て

く ださい。

602 (W602) 警告

C

C> リ ニア ラ イ ズ曲線が単調

ではあ り ません。

- リ ニア ラ イ ズテーブルが単調な増減

を し ていません。

- リ ニア ラ イ ズテーブルに追加す

るか、 再度、 リ ニア ラ イ ズを

行って く ださい。

57

604 (W604) 警告

C

C> リ ニア ラ イ ズが無効で

す。 2 ポ イ ン ト 未満か、 ポ

イ ン ト が近接しすぎていま

す。

- リ ニア ラ イ ズテーブルの構成ポ イ ン

ト が 1 点しかあ り ません。

- リ ニア ラ イ ズテーブルにポ イ ン

ト を追加し ます。 必要に応じ て、

も う 一度 リ ニア ラ イ ズを行って

く ださい。

58

- リ ニア ラ イ ズテーブルの少な く と も

2 点が近接しすぎています。 低で

も 2 点間の距離の 0.5％を保たなけ

ればな り ません。

- 「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 オプシ ョ ンの

範囲 ： 「 大静圧」、 「 小静圧」、

「 大タ ン ク測定」、 「 小タ ン ク測

定」

「圧力 リ ニア ラ イ ズ」 オプシ ョ ンの

範囲 ： 「 大レベル」、 「 小レベ

ル」、 「 大タ ン ク測定」、 「 小タ ン

ク測定」

- リ ニア ラ イ ズテーブルを修正

し、 再度入力し ます。

613 (W613) 警告

I

I> シ ュ ミ レーシ ョ ンがア ク

テ ィ ブ状態です。

- シ ミ ュ レーシ ョ ンがオンになってい

ます。 例 ： デバイ スが測定中ではな

い。

- シ ミ ュ レーシ ョ ンをオフにし て

く ださい。

60
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620 (E620) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> 電流出力が範囲外です。 - 電流が 3.8 ～ 20.5mA の許容範囲を

越えています。

- 印加されている圧力が設定されてい

る測定範囲を越えています ( ただ

し、 センサの範囲内 )。

- 印加圧力を確認し、 必要に応じ

て、 測定範囲を再設定し て く だ

さい ( →取扱説明書 BA274A 4

～ 6 章か、 取扱説明書 2 ページ

も参照し て く ださい )。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

49

- センサーケーブルの接続が弛んでい

る

- 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く だ さ

い。

700 (W700) 警告

C

C> 新の設定が保存されて

いません。

- 設定データの書込み、 読み取 り の際

にエラーが発生し たか、 電源が切断

されています。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

54

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

701 (W701) 警告

C

C> 測定連鎖設定がセンサー

範囲を越えています。

- 校正の実施によ り センサーの公称動

作範囲を超過するか、 こ の範囲に及

びません。

- 再度、 校正を行って く ださい。 50

702 (W702) 警告

C

C>HistoROM データが一致

し ません。

- データが HistroM に正し く 書き込ま

れていません。 例 ： 書き込みの際、

HistROM を取 り 外し た。

- アップロードを続けてください。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

55

- HistROM にデータがあ り ません。 - 正しいデータ を HistROM へコ

ピーし て く だ さい （32 ページ、

5.5.1 項 「設定データのコ ピー」

も参照し て く ださい）。

703 (A703) ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠陥 - 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

22

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

704 (A704) ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠陥 - 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

12

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

705 (A705) ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠陥 - 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

21

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

706 (W706) 警告

C

C> HistROM と デバイ スの

設定が異な り ます。

- HistROM と本デバイ スの設定 ( パラ

メ ータ ) が異なっています。

- データ をデバイ スから HistROM

へコ ピーし て く ださい  （32

ページ、 5.5.1 項 「設定データの

コ ピー」 も参照し て く ださい）。

- データ を HistROM からデバイ

スへコ ピーし て く だ さい （32

ページ、 5.5.1 項 「設定データの

コ ピー」 も参照し て く ださい）。 

HistROM と デバイ スの ソ フ ト

ウ ェ アバージ ョ ンが異な る場

合、 メ ッ セージは消えません。 

データ をデバイ スから HistROM

へコ ピーする と メ ッ セージは消

えます。

- 7864 などのデバイ ス リ セ ッ ト

コード は HistROM に影響し ま

せん。 つま り 、 リ セ ッ ト を行 う

と HistROM とデバイ スの設定

が同一でな く なる こ と も あ り ま

す。

59
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707 (A707) ア ラーム

B

B> リ ニア ラ イ ズテーブルの

X 値が編集限度を越えてい

ます。

- リ ニア ラ イ ズテーブルの少な く と も

１ つの X 値が 小静圧あ るいは 小

レベルを下回っているか、 大静圧

あ るいは 大レベルを超過し ていま

す。 

- 再度、 校正を行って く ださい 

（取扱説明書 BA274P の 5 章か、

取扱説明書の 2 ページ も参照し

て く だ さい）。

38

710 (W710) 警告

C

B> 設定範囲が狭すぎます。 

許容されていません。

- 校正値 ( 例 ： 下限範囲値と 上限範囲

値 ) が互いに近すぎます。

- センサーに合わせて校正を調整

し て く ださい 

（取扱説明書 BA27 ４ P のパラ

メ ータ詳細、 小範囲か、 取扱

説明書の 2 ページを参照し て く

ださい）。

51

- センサーを交換し ま し たが、 ユー

ザー仕様の設定がセンサーに合って

いません。

- センサーに合わせて校正を調整

し て く ださい。

- センサーを正しいセンサーと 交

換し て く ださい。

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

711 (A711) ア ラーム

B

B>LRV か URV が編集限度

を越えています。

- 下限値、 上限値の一方も し く は両方

がセンサーの範囲限界を下回るか、

超過し ています。

- センサーに合わせて、 下限値、

上限値の一方も し く は両方を再

設定し て く だ さい。 位置的な要

因に注意し て く ださい。

37

- センサーを交換し ま し たが、 ユー

ザー仕様の設定がセンサーに合って

いません。

- センサーに合わせて、 下限値、

上限値の一方も し く は両方を再

設定し て く だ さい。 位置的な要

因に注意し て く ださい。

- センサーを正しいセンサーと 交

換し て く ださい。

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

713 (A713) ア ラーム

B

B>100％ポ イ ン ト レベルが

限度を越えています。

- センサーが交換されま し た。 - 再度、 校正を行って く ださい。 39

715 (E715) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> センサーが温度を超過し

ています。

- センサーで測定し た温度がセンサー

の公称温度の上限を超過し ています 

（→取扱説明書 BA274P のパラ メ ー

タ詳細、 Tmax センサーも参照し て

く だ さい。）。

- プロセス温度 / 周囲温度を下げ

て く だ さい。

32

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

716 (E716) エラー

B

出荷時設

定 ： ア ラー

ム

B> センサーダ イ アフ ラ ム故

障

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。 24

717 (E717) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> 伝送器が温度を超過し て

います。

- 電子コ ンポーネン ト で測定し た温度

が電子コ ンポーネン ト の公称温度の

上限 （+88 ℃） を超過し ています。

- 周囲温度を下げて下さい。 34

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

718 (E718) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> 伝送器が温度を下回って

います。

- 電子コ ンポーネン ト で測定し た温度

が電子コ ンポーネン ト の公称温度の

下限 （-43 ℃） を下回っています。

- 周囲温度を上昇させて下さい。 

必要に応じ て、 デバイ ス を絶縁

し て く ださい。

35

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

719 (A719) ア ラーム

B

B> リ ニア ラ イ ズテーブルの

Y 値が編集限度を越えてい

ます。

- リ ニア ラ イ ズテーブルの Y 値が少な

く と も一つが 小タ ン ク測定を下回

るか、 大タ ン ク測定を超過し てい

ます。

- 再度、 校正を行って く ださい 

（取扱説明書 BA274P の 5 章を参

照し て く ださい）。

40
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720 (E720) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> センサーが温度を下回っ

ています。

- センサーで測定し た温度がセンサー

の公称温度の下限を下回っています 

（→取扱説明書 BA274P のパラ メ ー

タ詳細、 Tmin センサーも参照し て

く だ さい。）。

- プロセス温度 / 周囲温度を上昇

させて く ださい。

33

- 実施し たダウ ン ロード が不適正 - 設定を確認し、 再度、 ダウ ン

ロード を行って く だ さい。

- センサーケーブルの接続が弛んでい

る

- 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く だ さ

い。

721 (A721) ア ラーム

B

B> ゼロ点が限度を越えてい

ます。

- 小レベルか、 大レベルが変更さ

れています。

- リ セ ッ ト  ( コード 2710) し、 も

う 一度校正し て く だ さい。

41

722 (A722) ア ラーム

B

B> 空校正か、 満量校正が編

集範囲を越えています。

- 小レベルか、 大レベルが変更さ

れています。

- リ セ ッ ト  ( コード 2710) し、 も

う 一度校正し て く だ さい。

42

723 (A723) ア ラーム

B

B> 大流量が編集範囲を越

えています。

- 流量測定タ イプが変更されていま

す。

- 再度、 校正を行って く ださい。 43

725 (A725) ア ラーム

B

B> センサー接続エラー、 サ

イ クル障害

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの仕様

を上回っています 

（9 章も参照し て く ださい）。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

25

- センサーか、 メ イ ン電子コ ンポーネ

ン ト の不具合

- センサーか、 メ イ ン電子コ ン

ポーネン ト を交換し て く だ さ

い。

726 (E726) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> センサー温度エラー - 範

囲超過

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの仕様

を上回っています 

（9 章も参照し て く ださい）。

- 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く だ さい。

31

- プロセス温度が許容範囲外です。 - 温度を確認し、 必要に応じ て、

上げ下げし て く ださい。

- センサの不具合 - プロセス温度が許容範囲内であ

ればセンサーを交換し て く ださ

い。

727 (E727) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> センサー圧力エラー - 範

囲超過

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの仕様

を上回っています 

（9 章も参照し て く ださい）。

- 電磁波の影響を遮断するか、 障

害源を除去し て く だ さい。

28

- 圧力が許容範囲外です。 - 圧力を確認し、 必要に応じ て、

増減し て く だ さい。

- センサの不具合 - 圧力が許容範囲内であればセン

サーを交換し て く だ さい。

728 (A728) ア ラーム

B

B>RAM エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠陥 - 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

2

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

729 (A729) ア ラーム

B

B>RAM エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠陥 - 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

3

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。
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730 (E730) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C>LRV ユーザー限度超過 - 圧力の測定値が 小圧力ア ラーム

ウ ィ ン ド ウパラ メ ータに指定されて

いる値を下回 り ま し た。 

- システム / 圧力の測定値を確認

し て く ださい。

- 必要に応じ てア ラーム ウ ィ ン ド

ウの 小圧力を変更し て く ださ

い （→ BA274P 取扱説明書のパ

ラ メ ータ詳細、 ア ラーム ウ ィ ン

ド ウ 小圧力も参照し て く ださ

い）。

46

- センサーケーブルの接続が弛んでい

る

- 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く だ さ

い。

731 (E731) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C>URV ユーザー限度超過 - 圧力の測定値が 大圧力ア ラーム

ウ ィ ン ド ウパラ メ ータに指定されて

いる値を超過し ま し た。

- システム / 圧力の測定値を確認

し て く ださい。

- 必要に応じ てア ラーム ウ ィ ン ド

ウの 大圧力を変更し て く ださ

い （→ BA274P 取扱説明書のパ

ラ メ ータ詳細、 ア ラーム ウ ィ ン

ド ウ 大圧力も参照し て く ださ

い）。

45

- センサーケーブルの接続が弛んでい

る

- 少し待ってから接続を きつ く す

るか、 弛みを防止し て く だ さ

い。

732 (E732) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C>LRV 温度のユーザー限度

超過

- 温度の測定値が、 低温度ア ラーム

ウ ィ ン ド ウパラ メ ータに指定されて

いる値を下回 り ま し た。

- システム / 温度の測定値を確認

し て く ださい。

- 必要に応じ てア ラーム ウ ィ ン ド

ウの 低温度を変更し て く ださ

い （→ BA274P 取扱説明書のパ

ラ メ ータ詳細、 ア ラーム ウ ィ ン

ド ウ 低温度も参照し て く ださ

い）。

48

733 (E733) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C>URV 温度のユーザー限度

超過

- 温度の測定値が 高温度ア ラーム

ウ ィ ン ド ウパラ メ ータに指定されて

いる値を超過し ま し た。

- システム / 温度の測定値を確認

し て く ださい。

- 必要に応じ てア ラーム ウ ィ ン ド

ウの 高温度を変更し て く ださ

い （→ BA274P 取扱説明書のパ

ラ メ ータ詳細、 ア ラーム ウ ィ ン

ド ウ 高温度も参照し て く ださ

い）。

47

736 (A736) ア ラーム

B

B>RAM エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠陥 - 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

4

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

737 (A737) ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠陥 - 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

20

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

738 (A738) ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠陥 - 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

19

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

739 (A739) ア ラーム

B

B> 測定エラー - メ イ ン電子コ ンポーネン ト の欠陥 - 短時間、 本デバイ スの電源を切

断し て く ださい。

23

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度
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740 (E740) エラー

C

出荷時設

定 ： 警告

C> 計算のオーバーフ ロー、

設定の誤 り

- レベル測定モード ： 測定圧力が 小

静圧の値を下回ったか、 大静圧の

値を超過し ま し た。

- 設定を確認し、 必要に応じ て、

再校正を行って く だ さい。

- 測定範囲の適し たデバイ ス を選

択し て く ださい。

27

- レベル測定モード ： 測定レベルが

小レベルに達し ていないか、 大レ

ベルを超過し ま し た。

- 設定を確認し、 必要に応じ て、

再校正を行って く だ さい 

（取扱説明書 BA274P のパラ メ ー

タ詳細、 大レベルも参照し て

く ださい）。

- 流量測定モード ： 測定圧力が 大流

量圧力を下回 り ま し た。

- 設定を確認し、 必要に応じ て、

再校正を行って く だ さい。

- 測定範囲の適し たデバイ ス を選

択し て く ださい。

741 (A741) ア ラーム

B

B> タ ン ク高さが編集限度を

越えています。

- 小レベルか、 大レベルが変更さ

れています。

- リ セ ッ ト  ( コード 2710) し、 も

う 一度校正し て く だ さい。

44

742 (A742) ア ラーム

B

B> センサー接続エラー

（ア ッ プロード）

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの仕様

を上回っています （9 章も参照し て

く だ さい）。 通常、 こ の メ ッ セージ

の表示は短時間と な り ます。

- 数分間、 お待ち下さい。

- リ セ ッ ト （コード 7864） し再校

正し て く ださい。

18

- センサ と メ イ ン電子コ ンポーネン ト

間のケーブルが切断

- 必要に応じ て、 ケーブル接続を

確認し、 修理し て く ださい。

- センサの不具合 - センサを交換し て く ださい。

743 (E743) ア ラーム

B

B> 初期化中の電子コ ンポー

ネン ト PCB のエラー

- 通常、 この メ ッ セージの表示は短時

間と な り ます。

- 数分間、 お待ち下さい。

- デバイ ス を再起動し て く だ さ

い。 リ セ ッ ト （コード 62） し て

く ださい。

14

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

744 (A744) ア ラーム

B

B> メ イ ン電子コ ンポーネン

ト の PCB のエラー

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの仕様

を上回っています 

（9 章も参照し て く ださい）。

- デバイ ス を再起動し て く だ さ

い。 リ セ ッ ト （コード 62） し て

く ださい。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

11

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

745 (W745) 警告

C

C> センサーデータ不明 - センサーがデバイ スに適し ていませ

ん （電子センサーネームプレー ト ）。 

本デバイ スの測定は継続されます。

- センサーを正しいセンサーと交

換し て く ださい。

56

746 (W746) 警告

C

C> センサー接続エラー ： 初

期化中

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの仕様

を上回っています （9 章も参照し て

く だ さい）。 通常、 こ の メ ッ セージ

の表示は短時間と な り ます。

- 数分間、 お待ち下さい。

- デバイ ス を再起動し て く だ さ

い。 リ セ ッ ト （コード 7864） し

て く だ さい。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

26

- 加圧あ るいは低圧が存在し ます。 - 圧力を増減し て く だ さい。

747 (A747) ア ラーム

B

B> センサーソ フ ト ウ ェアが

電子コ ンポーネン ト に対応

し ていません。

- センサーがデバイ スに適し ていませ

ん （電子センサーネームプレー ト ）。

- センサーを正しいセンサーと交

換し て く ださい。

16

748 (A748) ア ラーム

B

B> シグナルプロセ ッ サの メ

モ リ 不具合

- 電磁効果がテ ク ニカルデータの仕様

を上回っています 

（9 章も参照し て く ださい）。

- 電磁効果を遮断するか、 障害源

を除去し て く ださい。

15

- メ イ ン電子コ ンポーネン ト の不具合 - メ イ ンの電子コ ンポーネン ト を

交換し て く だ さい。

コード エラータイ
プ /NA64

メッセージ / 内容 原因 手段 優先度
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8.1.1 機器本体ディ スプレイ のエラ ーメ ッ セージ

本デバイ スが初期化中に機器本体デ ィ スプレ イの異常を検出し た場合、 以下のエラー メ ッ セージ
が表示されます ：

8.2 エラーへの応答出力

デバイ スはエラータ イプであ る 「ア ラーム」、 「警告」、 「エラー」 を区別し ます。 
→ 以下の表と 49 ページの 8.1 節 「 メ ッ セージ」 を参照し て く ださい。

メッセージ 手段

Initialization, VU Electr. Defect A110

( 初期化、 VU 電子回路異常 )

機器本体デ ィ スプレ イ を交換する。

Initialization, VU Electr. Defect A114

( 初期化、 VU 電子回路異常 )

Initialization, VU Electr. Defect A281

( 初期化、 VU 電子回路異常 )

Initialization, VU Checksum Err. A110 

( 初期化、 VU チェ ッ クサムエラー )

Initialization, VU Checksum Err. A112 

( 初期化、 VU チェ ッ クサムエラー )

Initialization, VU Checksum Err. A171

( 初期化、 VU チェ ッ クサムエラー )

出力 A ( アラーム ) W ( 警告 ) E ( エラー：アラーム / 警告 )

電流出力 「エラー時の出力モード」、 「出力オー

バーア ラーム1」、 「ア ラーム時の 大値

設定 1」 のパラ メ ータによ り 指定された

値が出力されます。 → 以下に記載する

「ア ラームの電流出力を設定」 の箇所も

参照し て く ださい。

デバイ スは測定を継続し ます。 こ のエラーの際、 デバイ スがア ラー

ム時のよ う に対処するか、 警告時の

よ う に対処するか入力する こ と がで

き ます。 対応する 「ア ラーム」 か、

「警告」 の欄を参照し て く ださい 

（取扱説明書 BA274P のパラ メ ータ詳

細、 「ア ラーム タ イプの選択」 も参

照し て く ださい）。

棒グ ラ フ

( 機器本体デ ィ スプレ イ )

棒グ ラ フでは「エラー時の出力モード 1」

のパラ メ ータが定める値を採用し ます

棒グ ラ フでは電流値に対応する値

を採用し ます。

→選択に応じ て、 この表の 「ア ラー

ム」 か、 「警告」 欄を参照し て く だ

さい。

機器本体デ ィ スプレ イ - 測定値と メ ッ セージが交互に表示さ

れます。

- 測定値の表示 ： －シンボルが常に

表示されます。

- 測定値 と メ ッ セージが交互に表

示されます。

- 測定値の表示 ： - シンボルの

点滅

- 測定値と メ ッ セージが交互に表示

されます。

- 測定値の表示 ： 対応する 「ア ラー

ム」 か、 「警告」 の欄を参照し て

く だ さい。

メ ッ セージ表示

- A122 のよ う な 3 桁の数と 詳細

メ ッ セージ表示 ：

- W613 のよ う な 3 桁の数と 詳細

メ ッ セージ表示 ：

- E731 のよ う な 3 桁の数と 詳細

リ モー ト 操作 

( デジ タル通信 )

ア ラームの際、 「ア ラーム ステータ ス2」

のパラ メ ータは 「センサー未接続」 に

ついて、 122 のよ う な 3 桁の数を表示し

ます

警告の際、 「ア ラーム状況 2」 のパ

ラ メ ータは 「シ ミ ュ レーシ ョ ンが

ア ク テ ィ ブ状態です。」 について、

613 のよ う な 3 桁の数を表示し ま

す。

エラーの際、 「ア ラーム状況 2」 のパ

ラ メ ータは 「URV ユーザー限度超

過」 について、 731 のよ う な 3 桁の

数を表示し ます。

1) メ ニューパス ： （グループ選択→） 操作 メ ニ ュ→出力）

2) メ ニューパス ： （グループ選択→） 操作 メ ニ ュ→ メ ッ セージ
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8.2.1 アラ ームの電流出力を設定

電流出力を 「エラー時の出力モード」、 「出力オーバーア ラーム」、 「ア ラーム時の 大値設定」 の
パラ メ ータによ り 、 ア ラームに設定する こ と ができ ます。 これらのパラ メ ータは出力グループに
表示されます ( メ ニューパス ： ( グループ選択→操作 メ ニュー→出力 ))。
ア ラームの際、電流と棒グ ラ フは 「エラー時の出力モード」 パラ メ ータで入力し た値を取 り ます。

P01-xxxxxxxx-05

図 24 アラ ーム時の電流出力

オプシ ョ ン ：

1 大ア ラーム （110％） ： 「ア ラーム時の 大値設定」 によ り 21 ～ 23mA に設定可能

2 測定値の保持 ： 新の測定値が保持されます。

3 小ア ラーム （-10％） ： 3.6 mA

出荷時設定 ：
• エラー時の出力モード ： 大ア ラーム （110％）
• ア ラーム時の 大値設定 ： 22mA

「出力オーバーア ラーム」 のパラ メ ータ を使用し、 エ ラー メ ッ セージ E120 「センサー圧力低」 、
E115 「センサー圧力高」 の電流出力値を設定し ます。 以下のオプシ ョ ンがあ り ます。
- 通常時 ： 電流出力が 「エラー時の出力モード」、 「ア ラーム時の 大値設定」 のパラ メ ータによ

り 設定された値を取 り ます。
- NAMUR

- センサー下限超過 （E120 「センサー圧力低」） ： 3.6mA
- センサー上限超過 （E115 「センサー圧力高」） ： 電流出力は 「ア ラーム時の 大値設定」 の

パラ メ ータによ り 設定された値を取 り ます。

出荷時設定 ：
• 出力オーバーア ラーム ： 通常時

t

I
➀

➂

➁

3.6 mA
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8.3 メ ッ セージ確認

「ア ラーム表示時間」 、 「ア ラームモード確認」 のパラ メ ータ設定にし たがい、 以下の手段で メ ッ
セージを ク リ ア し ます。

機器本体デ ィ スプレ イが メ ッ セージを表示する と F キーで削除が可能です。
メ ッ セージが幾つかあ る場合、 機器本体デ ィ スプレ イは優先度の高い メ ッ セージを表示し ます
（8.1 節も参照し て く ださい）。 F キーで メ ッ セージを削除する と優先度が次に高い メ ッ セージが
表示されます。 F キーで メ ッ セージを次々に削除でき ます。
「ア ラーム状況」 のパラ メ ータは存在する メ ッ セージすべての表示を継続し ます。

8.4 修理

弊社の修理方針によ り 測定機器はモジュ ラー設計 と なってお り 、 ユーザーの方々も修理を行 う こ
と が可能です。

「スペア部品」の箇所には全スペア部品がオーダーコード と と もに列挙されています。 スペア部品
がデルタパイ ロ ッ ト S の修理に必要な場合、 弊社から注文可能です。 必要に応じ て、 スペア部品
にも交換に関する手順書が同梱されています。

! 注意 ! 
• 認定済みのデバイ スについては 「防爆認定デバイ スの修理」 の章を参照し て く ださい
• サービ ス、 スペア部品に関する詳細情報については弊社サービ ス までご連絡 く ださい。 →

www.endress.com/worldwide をご覧下さい。

8.5 防爆認定デバイスの修理

# 危険 ! 
防爆認定デバイ ス を修理する際は以下にご注意 く ださい。
• 防爆認定デバイ スの修理が可能なのは専門の社員か弊社のみと し ます。
• 関連の標準、 危険場所に関する国家法規、 安全注意事項、 認定事項を遵守し なければな り ませ

ん。
• スペア部品は弊社の純正品のみが使用でき ます。
• スペア部品を注文する際はネームプレー ト のデバイ ス指定をご確認 く ださ い。 交換に使用でき

るのは同一品だけです。
• 差し込み式電子コ ンポーネン ト やセンサのよ う に標準機器で既に使用し ている も のは防爆デ

バイ スのスペア部品と し て使用でき ません。
• 手順書にし たがい修理を行って く ださ い。 修理後、 デバイ スは個々の試験の指定された要件を

満た さ なければな り ません。 
• 認定済みのデバイ ス を別の認定デバイ スに改造でき るのは弊社のみです。
• 修理、 改造はすべて文書に記録し なければな り ません。

設定 1

1) ア ラーム表示時間、 ア ラ ムモード確認の メ ニ ューパス ： （グループ選択→） 操作 メ ニュー→診断→

メ ッ セージ

手段

- ア ラーム表示時間 =0s

- ア ラームモード確認 = オフ

- メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （8.1 節も参照）。

- ア ラーム表示時間 >0s

- ア ラームモード確認 = オフ

- メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （8.1 節も参照）。

- ア ラームの表示時間が経過するのを待って く ださい。

- ア ラーム表示時間 =0s

- ア ラームモード確認 = オン

- メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （8.1 節も参照）。

- 「ア ラーム確認」 のパラ メ ータ を使用し、 メ ッ セージを確認し ます。

- ア ラーム表示時間 >0s

- ア ラームモード確認 = オン

- メ ッ セージの原因を修正し て く ださい （8.1 節も参照）。

- 「ア ラーム確認」 のパラ メ ータ を使用し、 メ ッ セージを確認し ます。

- ア ラームの表示時間が経過するのを待って く ださい。 メ ッ セージが

表示され、 メ ッ セージの確認前にア ラーム表示時間が経過し て も

メ ッ セージ確認後に ク リ ア されます。
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8.6 スペア部品

以下のページにはスペア部品がオーダーコード と と もにすべて列挙されてお り 、 デルタパイ ロ ッ
ト S を修理する際、 弊社から注文する こ と ができ ます。
スペア部品を注文する際は必ず、 ネームプレー ト に記載さ れたシ リ アル番号を提示し て く だ さ
い。 スペア部品の番号はスペア部品全てにエンボス加工されています。 スペア部品には必要に応
じ て交換に関する手順書が付属し ています。

FMB70 のスペア部品と し てセンサーモジ ュールを注文する こ と ができ ます。 64 ページをご覧下
さい。
センサーモジ ュールの正し いオーダーコー ド はネームプレー ト に記載さ れたオーダーコー ド に
よ っています （→ 6 ページ も ご覧下さい）。

P01-FMB70xxx-16-xx-xx-xx-001

図 25 デバイ スのオーダーコ ード かセンサーモジュ ールのオーダーコ ード

10 認定

20 出力 ; 操作部 ：

30 ハウジング ; ケーブル引込口 ; 保護 ：

40 センサレ ンジ ; 過圧 リ ミ ッ ト （= OPL） ：

50 校正 ; 単位 ：

60 ダ イ ヤフ ラ ム素材 ; シール ：

70 プロセス接続 ; 素材 ：

90 封入液 

100 追加オプシ ョ ン 1

110 追加オプシ ョ ン 2

❑  ❑  ❑  ❑❑  ❑  ❑  ❑ ❑  ❑❑ ❑

–

–

❑❑ ❑❑❑ ❑❑ ❑❑
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アルミニウム製ハウジング（T14）

P01-FMB70xxx-09-xx-xx-xx-001

図 26 アルミ ニウム製ハウジング（ T14） 用スペア部品オーダーコ ード については 63 ページをご覧下さ

い。
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アルミニウム製ハウジング（T15）

P01-FMB70xxx-09-xx-xx-xx-002

図 27 アルミ ニウム製ハウジング（ T15） 用スペア部品オーダーコ ード については 63 ページをご覧下さ

い。
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ステンレス製ハウジング（T17）

P01-FMB70xxx-09-xx-xx-xx-003

図 28 アルミ ニウム製ハウジング（ T17） 用スペア部品オーダーコ ード については 63 ページをご覧下さ

い。
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12 取付セット ハウジング / センサ
52020440 取付セ ッ ト  ハウ ジング T14/T15/ センサの構成部品 ： O リ ング EPDM  2 個 + 保持 リ ング

71020596 取付セ ッ ト  ハウ ジング T17/ センサの構成部品 ： O リ ング EPDM 1 個 + 成型シール リ ング 1 個 + 保持 リ ング

13 押しボタンハウジング、HART
52024110 押し ボタ ンの構成部品 ： 押し ボ タ ン、 カバー、 ネジ

15 ケーブル引込口 / ケーブルグランド
52020760 ケーブルグ ラ ン ド M20x1.5、 ガス ケ ッ ト

52020761 ケーブル引込口 G 1/2、 ガス ケ ッ ト 、 アダプタ

52020762 プラ グ 2/7 ポール、 Han7D、 ガス ケ ッ ト

52020763 プラ グ 3 ポール、 M12、 ガス ケ ッ ト

20 カバー
52020432 アル ミ ニウ ム製 T14/T15 ハウ ジング用カバーで、 ガス ケ ッ ト を含む （EEx d/XP には使用し ない）

71002774 SUS 316L 相当 T17 ハウ ジング用カバーで、 ガス ケ ッ ト を含む

52020494 アル ミ ニウ ム製 T14/T15 ハウ ジング （のぞき窓付き） 用カバー ： ポ リ カーボネー ト 、 ガス ケ ッ ト を含み、 非
防爆エ リ ア

52020492 アル ミ ニウ ム製 T14/T15 ハウ ジング （のぞき窓付き） 用カバー ： ミ ネ ラルグ ラ ス、 ガス ケ ッ ト を含み、 EEx 
d/XP は対象 と し ない

71002811 SUS 316L 相当 T17 ハウジング （のぞき窓付き） 用カバー ： ポ リ カーボネー ト  ( ガス ケ ッ ト 付き )、 対応エ リ
ア ： 非防爆エ リ ア、 1/2 G EEx ia、 IS、 NI、 IEC Ex ia、 NEPSI Ex ia

71002810 SUS 316L 相当 T17 ハウ ジング （のぞき窓付き） 用カバー ： ミ ネ ラルグ ラ ス、 ガス ケ ッ ト を含み、 3 G EEx 
nA,1/2 D, 1/3 D, 1 GD, 1/2 GD, DIP, Dust Ex を対象 とする

21 カバーのシーリング
52020429 アル ミ ニウ ム製 T14/T15 ハウ ジングカバーのシー リ ングセ ッ ト （EPDM） （5 個）

25 端子ボックスのカバー
52020432 アル ミ ニウ ム製 T14/T15 ハウ ジング用カバーで、 ガス ケ ッ ト を含む （EEx d/XP には使用し ない）

71002774 SUS 316L 相当 T17 ハウ ジング用カバーで、 ガス ケ ッ ト を含む

30 電子機器
71026358 電子コ ンポーネン ト  4 ～ 20ｍA、 HART、 Ex、 バージ ョ ン 2.1x、 電子コ ンポーネン ト の押し ボ タ ン

71026359 電子コ ンポーネン ト  4 ～ 20ｍA、 HART、 Ex、 バージ ョ ン 2.1x、 ハウ ジングの押し ボタ ン

31 HistoROM/M-DAT
52027785 HistoROM/M-DAT、 セ ッ ト ア ッ プ / 診断用ソ フ ト ウ ェ アを含む

35 端子台
52020434 端末 （3 極）、 RFI フ ィ ルタ 4 ～ 20ｍA、 HART Ex ia

40 表示モジュール
71002865 表示モジ ュール VU340 HART （押し ボタ ン 3 個 と ホルダ付き）

分離ハウジング
71043886 ケーブル PE、 L=2m、 分離ハウ ジング

71043888 ケーブル PE、 L=5m、 分離ハウ ジング

71043889 ケーブル PE、 L=10m、 分離ハウ ジング
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デルタパイロット S FMB70 用センサモジュール

P01-FMB70xxx-09-xx-xx-xx-000

50 50

10 承認：
A 非防爆用

F 非防爆用、 WHG オーバーフ ィ ル保護

1 ATEX II 1/2 G EEx ia IIC T6

6 ATEX II 1/2 G EEx ia IIC T6、 WHG オーバーフ ィ ル保護

2 ATEX II 1/2 D

4 ATEX II 1/3 D

8 ATEX 1 GD EEx ia IIC T6

7 ATEX II 3G EEx nA II T6

H NEPSI Ex ia IIC T6

I IECEx Zone 0/1 Ex ia IIC T6

S FM IS、 Class I、 II、 III Division 1、 Groups A – G ； NI Class I Division 2、 Groups A – D ； AEx ia

Q FM DIP、 Class II、 III Division 1、 Groups E – G

R FM NI、 Class I、 Division 2、 Groups A – D

U CSA IS, Class I, II, III Division 1, Groups A -G; Class I 区分 2, Groups A-D, Ex ia

W CSA Class II, III Division 1, Groups E-G （粉塵 Ex）

40 センサレンジ；OPL：
センサ公称値 OPL ( 許容最大圧力 ) ：

1C 100 mbar/10 kPa/1.5 psi/1 mH2O/40 inH2O 4 bar/400kPa/60 psi/40 mH2O/1600 inH2O

1F 400 mbar/40 kPa/6 psi/4 mH2O/160 inH2O 8 bar/800 kPa/120 psi/80 mH2O/3200 inH2O

1H 1.2 bar/120 kPa/18 psi/12 mH2O/480 inH2O 25 bar/2,5 MPa/375 psi/250 mH2O/
10000 inH2O

1M 4 bar/400 kPa/60 psi/40 mH2O/1600 inH2O 25 bar/2,5 MPa/375 psi/250 mH2O/
10000 inH2O

1P 10 bar/1 MPa/150 psi/100 mH2O/4000 inH2O 40 bar/4 MPa/600 psi/400 mH2O/16000 inH2O

60 ダイアフラム材質；シール：
2 ア ロ イ C276 ； 溶接

6 ア ロ イ C276 ； （金ロ ジ ウ ム塗装） 溶接

FMB70X 発注コー ド センサ
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70 プロセス接続； 材質：
ネジ込み接続

1G ねじ接続 ISO 228 G 1 1/2, SUS 316L 相当

1H ねじ接続 ISO 228 G 1 2/2、 ア ロ イ C

2D ねじ接続 ANSI MNPT 1 1/2, SUS 316L 相当

EN/DIN フランジ

CE DN 40 PN 10/16 B1, SUS 316L 相当

CF DN 50 PN 10/16 B1, SUS 316L 相当

CG DN 80 PN 10/16 B1, SUS 316L 相当

CH DN 100 PN 10/16 B1, SUS 316L 相当

ANSI フランジ

AE 1 1/2"、 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当

AF 2" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当

AG 3"、 150 lbs RF, SUS 316/316L 相当

AH 4" 150 lbs RF、 SUS 316/316L 相当

JIS フランジ

KE 10K 40A RF, SUS 316L 相当

KF 10K 50A RF、 SUS 316L 相当

KL 10K 80A RF、 SUS 316L 相当

KH 10K 100A RF、 SUS 316L 相当

ハイジェニック接続

M2 DIN 11851 DN 40 PN 25、 SUS 316L 相当

M3 DIN 11851 DN 50 PN 25、 SUS 316L 相当

TD ト リ ク ラ ンプ ISO 2852 DN 40 – DN 51 (2")、 DIN 32676 DN 50、 SUS 316L 相当、 3A、
EHEDG

TK DRD DN50 (65 mm) PN 25、 SUS 316L 相当

TR バ リ ベン ト タ イプ N (DN 40 – DN 162 パイプ用 )、 SUS 316L 相当、 3A、 EHEDG

UE SMS 2" PN 25、 SUS 316L 相当、 EHEDG

56 ISO 2853 2" IDF、 SUS 316L 相当、 EHEDG

00 ユニバーサルアダプタ 44 mm ( シ リ コーン成形シール含む ) SUS 316L 相当、 3A、 EHEDG

57 ユニバーサルアダプタ 44 mm (6" 延長部含む ) ( シ リ コーン成形シール含む ) 
SUS 316L 相当、 3A、 EHEDG

90 封入液：
C 合成油 (FDA)

F 不活性油

100 追加オプション１
A 追加オプシ ョ ン 1 未選択

B 接液部品に関する材質試験認定証、 EN10204 3.1 適合点検認定証  ( 準拠仕様 ：
52005759) 

S GL ( ド イ ツ Lloyd) 海事認定証

2 EN10204 2.2 に準拠し た試験報告

3 各証明書付き試験、 EN 10204 3.1 によ る材料証明書

4 EN 10204 3.1 どお り の過圧試験証明書、 検査証明書

110 追加オプション 2
A 追加オプシ ョ ン 2 未選択

G 分離ハウ ジング用アダプタ

S GL ( ド イ ツ Lloyd) 海事認定証

2 EN10204 2.2 に準拠し た試験報告

3 各証明書付き試験、 EN 10204 3.1 によ る材料証明書

4  証明書付き超過圧力試験、 EN 10204 3.1 によ る材料証明書

FMB70X 発注コー ド センサ
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8.7 デバイスの返却

修理、 確認のため、 デバイ ス を返却する前に以下を行って く ださい。
• 液が溜ま る こ と があ る ため、 シールの溝、 隙間に特に注意し て、 液の痕跡をすべて除去し て く

ださい。 液が健康に有害な場合、 これは特に重要です。 「安全 / 洗浄確認依頼書」 も参照し て
く ださい。

デバイ ス を返却する際は以下を同梱し て く ださい。
• 「安全 / 洗浄確認依頼書」 にすべて記入し、 署名し て く ださい。

これ以外の場合、 弊社は返却されたデバイ スの検査、 修理ができ ません。
• 液体の化学特性、 物理特性
• 用途の詳細
• 発生し たエラーの詳細
• 必要に応じ て、 取扱に関する特殊な注意事項 （例 ： EN91/155/EEC どお り の安全データ シー ト ）

8.8 廃棄

廃棄の際は材質ご と にデバイ ス部品を分別し、 リ サイ クルし て く ださい。

8.9 ソ フ ト ウ ェ ア履歴

日付 ソフトウェア
バージョン

ソフトウェアの変更 文書

CD-ROM 機能説明書 デバイス機能の説明

06.2006 02.10.zz オ リ ジナルソ フ ト ウ ェア

互換性ソ フ ト ウ ェ ア

- ToF ツールフ ィ ール ド ツール

パッ ケージ、 バージ ョ ン 4.0 以

降

- FieldCare バージ ョ ン 2.02.00

- デバイ スの改訂された HART コ

ミ ュニケ - タ DXR375 ： 21, DD 

Rev. ： 1

— — BA274P/00/en/07.06

71027249

08.2006 02.10.zz ソ フ ト ウ ェ アに変更はあ り ません。 — BA332P/00/en/08.06

71027253

BA274P/00/en/08.06

71027249

07.2007 02.10.zz ソ フ ト ウ ェ アに変更はあ り ません。 CD508P/00/A2/07.07

71033932

BA332P/00/en/07.07

71043309

BA274P/00/en/07.07

71061022

CD508P/00/A2/12.07

71033932

BA332P/00/en/12.07

71043309

BA274P/00/en/07.07

71061022
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9 テ クニカルデータ

テ ク ニカルデータについてはデルタパイ ロ ッ ト S 技術仕様書 TI416P を参照し て く ださい。

10 付録

10.1 機器本体デ ィ スプレ イ、 ToF ツール、 FieldCare、 HART ハン ド ヘ
ルド ター ミ ナルの操作メ ニュー

! 注意 ! 
• 以下のページには全体 メ ニューが記載されています。
• メ ニューは選択済みの測定モード によ り 異な り ます。 つま り 、 あ る測定モード に対し てのみ表

示される機能グループも存在し ます。 例 ： レベル測定モード に対する 「 リ ニア ラ イ ズ」 機能グ
ループ

• また、他のパラ メ ータの設定が正しい場合のみ表示されるパラ メ ータ も あ り ます。 例えば「ユー
ザー単位 P」 パラ メ ータが表示されるのは 「圧力単位」 パラ メ ータに対し て 「ユーザー単位」
が選択された場合のみです。 これらのパラ メ ータは 「*」 で表示されます。

• パラ メ ータの内容については取扱説明書 BA274P 「デバイ ス機能詳細」 を参照し て く ださい。
個々のパラ メ ータの相互依存性はこ こ に詳述されています。
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P01-FMB70xxx-19-xx-xx-xx-002
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P01-PMx7xxxx-19-xx-xx-xx-007
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P01-FMB70xxx-19-xx-xx-xx-008



デルタパイ ロ ッ ト  S FMB70  4 ～ 20 mA HART 付録

エン ド レスハウザー ジャパン 75

10.2 知的財産権

本製品は以下の知的財産権の少な く と も一つによ って保護されています。 これら以外の知的財産
権については未定です。

• US 6,427,129 B1 i EP 0 892 249 B1
• US 6,703,943 A1
• DE 203 13 744.2 U1



■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ﾋﾞﾙ

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1912　Fax. 042(314)1941

■水島サービス
〒 712-8061 岡山県倉敷市神田 1-5-5

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

BA 332P/33/ja/12.07(06.08)
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス部ヘルプデスク課
〒 183-0036 府中市日新町 5-70-3

Tel. 042(314)1919  Fax. 042(314)1941

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容は
お断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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